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将来への自分探し
　「岡山チャレンジ・ワーク14」事業
で市内の中学2年生が学校を離れ、
地域の事業所に通勤して、3日間の
職場体験をしました。

（写真は市内の牧場での様子）
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広報あかいわ
No.43（平成20年10月1日） 10

2008

赤磐市の人口（9月1日現在）
　●人口…45,333人（−14）
　●男…21,684人（−15）　●女…23,649人（＋1）
　●世帯数…16,562世帯（＋7）

（　）内は8月1日との差

2
敬老特集
“健やかに歳を重ねて一世紀”

4 特集／赤磐市観光協会主催
企業・名所を巡る「赤磐市探訪バスツアー」

8 公民館へ行こう

10 スポーツ・トピックス

12 ズームアップ図書館

13 郷土の人物㉑「荒嶋辰兵衛」

暮らしのカレンダー

16
わたしのあなたの健康㊷

「疲れ目サインをキャッチ！守ろう目の健康」

17 頑張る地方応援プログラム･公聴事業

18
情報BOX

「岡山県知事選挙のお知らせ」
｢あかいわ祭り｣ほか

24 読者のページ

26
まちのわだい

「海水浴場で五歳男児を救助」ほか

28
ふるさとの史跡探訪㊷

「市指定文化財　西光寺の鰐口／吉祥院の鰐口」

　

こ
の
夏
、体
調
を
崩
し
て

入
院
さ
れ
て
い
た
と
か
。退

院
後
は
週
に
何
回
か
、赤
磐

市
民
病
院
へ
通
院
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
「
毎
年
夏
バ
テ
し
て
二
㌔

ほ
ど
体
重
が
減
る
ん
じ
ゃ

け
ど
、今
年
は
四
㌔
も
減
っ

て
、し
ん
ど
か
っ
た
。最
近
ご

飯
が
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
か
ら
、

も
う
少
し
が
ん
ば
れ
そ
う

じ
ゃ
」と
笑
顔
で
お
話
し
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
九
月
十
五
日
は「
敬
老
の
日
」で
す
。赤
磐
市
内
に
は
、百
歳
以
上
の
人
が
九
月
一
日

現
在
で
十
九
人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
今
年
は
、下
村
次
三
郎
さ
ん
、松
田
一
野
さ
ん
、平
松
治
子
さ
ん
、そ
し
て
、百
歳
訪

問
で
長
尾
夏
治
さ
ん
、久
山
房
子
さ
ん
を
お
訪
ね
し
ま
し
た
。

▶
電
動
三
輪
車
で
さ
っ
そ
う
と

左
右
の
安
全
を
よ
く
確
か
め

て
、さ
ぁ
、出
発
で
す
。

CONTENTS

●
熊
山
病
院
の
名
称
が

　『
赤
磐
市
民
病
院
』に
変
わ
り
ま
し
た

　

長
年
、「
熊
山
病
院
」と
し
て
親
し
ま

れ
て
き
ま
し
た
が
、赤
磐
市
民
の
皆
さ

ん
の
病
院
と
し
て
、九
月
一
日
か
ら「
赤

磐
市
立
赤
磐
市
民
病
院
」に
名
称
が
変

更
に
な
り
ま
し
た
。　

　

皆
さ
ん
に
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
市
民
病
院
と
し
て
患
者
さ
ん
に
よ

り
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

な
お
、十
一
月
九
日
に
は
、赤
磐
市
民

病
院
フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
八
を
開
催
予
定

で
す
。詳
し
く
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

「もう少し、
　　がんばれそうじゃ」

下村 次三郎 さん（吉原）
　　　　　　明治38年生まれ 健

や
か
に

年
を
重
ね
て

一
世
紀

敬
老特

集
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赤
磐
市
民
病
院
で
、患
者
や
先
生
た
ち
と
談
笑

し
な
が
ら
リ
ハ
ビ
リ
を
す
る
の
が
日
課
で
す
。

　
「
最
近
は
朝
の
散
歩
も
な
か
な
か
で
き
ん
か
ら
、

こ
こ
に
来
る
の
が
私
の
仕
事
な
ん
よ
」と
明
る
く
元

気
な
松
田
さ
ん
。

「
こ
こ
に
来
る
の
が

　
私
の
仕
事
な
ん
よ
」

「野菜が大好き」とか。この
時季は、お嫁さんが自家製
のなすを使って作ってくれ
る食事が楽しみと話してく
ださいました。

松
田 

一
野 

さ
ん（
可
真
下
）

　
　
　
　
明
治
三
十
八
年
生
ま
れ

　

週
一
回
、デ
ィ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ほ
ほ
え
み
に
通
わ

れ
て
い
て
、午
前
中

に
入
浴
。
昼
食
後

に
は
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
て
い
る
楽

し
い
活
動
に
で
き

る
範
囲
で
参
加
し

た
り
、皆
さ
ん
の
様

子
を
笑
顔
で
見
守

っ
た
り
。午
後
三
時

ご
ろ
ま
で
過
ご
さ

れ
る
そ
う
で
す
。

雑
誌
を
見
る
の
が
好
き

平
松 

治
子 

さ
ん（
小
瀬
木
）

　
　
　
　
明
治
四
十
一
年
生
ま
れ

お
家
で
は
、好
き
嫌
い
も
特
に

な
く
、家
族
と
同
じ
献
立
の
食

事
を
ほ
と
ん
ど
残
さ
ず
食
べ
ら

れ
る
と
か
。自
宅
で
も
、好
き

な
雑
誌
を
見
た
り
さ
れ
る
ら
し

く
、お
元
気
な
様
子
に
驚
き
ま

し
た
。

百
歳
お
め
で
と
う
！

長
尾 

夏
治 

さ
ん（
石
）

　
　
　
　
明
治
四
十
一
年
生
ま
れ

久
山 

房
子 

さ
ん（
中
島
）

　
　
　
　
明
治
四
十
一
年
生
ま
れ

　

八
月
二
十
日（
木
）、荒
嶋
市
長
ら
が
、こ
の
日
百
歳
を
迎
え

ら
れ
た
長
尾
夏
治
さ
ん
と
、二
十
一
日
に
百
歳
を
迎
え
ら
れ
る

久
山
房
子
さ
ん
を
お
訪
ね
し
、市
と
県
か
ら
記
念
品
を
贈
り

祝
福
し
ま
し
た
。

　

長
尾
さ
ん
は
、旧
吉
井
町
石
で
生
ま
れ
農
業
一
筋
で
五
男
三

女
を
育
て
、現
在
は
長
男
夫
婦
と
孫
、ひ
孫
の
六
人
暮
ら
し
。

現
在
も
健
康
で
、早
朝
か
ら
草
刈
機
を
使
っ
て
農
作
業
を
す
る

の
を
日
課
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、久
山
さ
ん
は
、旧
山
陽
町
岩
田
で
生
ま
れ
二
十
歳
で

結
婚
。一
男
二
女
を
育
て
、現
在
は
長
男
夫
婦
と
孫
夫
婦
、ひ
孫

の
八
人
暮
ら
し
。九
十
歳
こ
ろ
ま
で
は
畑
仕
事
を
し
て
い
ま
し

た
が
、現
在
は
週
一
回
の
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

お
二
人
に
長
生
き
の
秘
け
つ
を
お
聞
き
す
る
と
、「
規
則
正

し
く
生
活
し
、お
い
し
く
何
で
も
い
た
だ
く
こ
と
」と
答
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

▲家族らに囲まれうれしそうな長尾さん

▲市長から「お慶び状」を手渡されて
　うれしそうな久山さん
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赤
磐
市
を
知
り
た
く
て
参
加

　

地
域
を
支
え
る
産
業
や
観
光
資
源
を
再

発
見
し
て
も
ら
お
う
と
、赤
磐
市
観
光
協

会
は
、八
月
二
十
一
日
に
市
内
の
企
業
や
観

光
地
を
巡
る
赤
磐
市
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー
を

行
い
ま
し
た
。

　

朝
九
時
、探
訪
バ
ス
は
応
募
し
た
三
十

人
の
参
加
者
を
乗
せ
て
赤
磐
市
役
所
を
出

発
。夫
婦
で
参
加
の
男
性
は「
桜
が
丘
に
引

っ
越
し
て
き
た
の
で
赤
磐
市
が
知
り
た
く

て
」と
。ま
た
、独
り
暮
ら
し
の
女
性
は「
こ

う
い
う
ツ
ア
ー
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
か

な
か
赤
磐
市
を

巡
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
か
ら
」

と
。一
方
、家
族

で
参
加
の
女
性
は

「
子
ど
も
の
夏

休
み
の
宿
題
の

参
考
に
な
れ
ば

と
思
っ
て
」と
思

い
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
。

赤
磐
市
役
所 

発

ト
ス
テ
ム
熊
山
㈱

熊
山
英
国
庭
園

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
㈱
岡
山
工
場

岡
山
農
業
公
園
ド
イ
ツ
の
森

赤
磐
市
役
所 
着 ⬅⬅⬅⬅⬅

企
業
・
名
所
を
巡
る

「
赤
磐
市
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー
」

五
月
に
発
足
し
た
赤
磐
市
観
光
協
会
が
企
画
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次
々
に
大
企
業
の
立
地
が
進
む

熊
山
工
業
団
地

　

最
初
に
向
か
っ
た
の
は
、釣
井
の
熊
山
工

業
団
地
内
に
あ
る
ト
ス
テ
ム
熊
山
㈱
で
す
。

　

こ
の
、熊
山
工
業
団
地
に
は
、ト
ス
テ
ム

熊
山
㈱
の
ほ
か
に
コ
ー
ナ
ン
商
事
㈱
、㈱
ラ

ピ
ー
ト
、ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
㈱
、テ
イ
カ
㈱
が

あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、八
月
二
十
九
日
に
立

地
調
印
式
が
行
わ
れ
た
㈱
放
電
精
密
加
工

研
究
所
が
建
設
予
定
。

　

ま
た
、工
業
団
地
の
南
側
に
も
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｎ

赤
磐
製
作
所
の
進
出
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
「
熊
山
に
ど
う
し
て
大
き
な
工
場
が
た
く

さ
ん
あ
る
の
？
」と
、同
行
し
た
担
当
職
員

に
小
学
生
が
質
問
。「
大
き
な
川
が
あ
っ
て

水
が
豊
富
な
こ
と
や
、駅
や
高
速
道
路
が

近
く
て
便
利
な
こ
と
か
ら
こ
の
場
所
に
大

き
な
工
場
や
会
社
が
き
ま
し
た
」と
答
え
て

い
ま
し
た
。

　

「
産
業
廃
棄
物
が
発
生
し
な
い

　
　
　
　
環
境
に
優
し
い
工
場
…
」

　

ト
ス
テ
ム
熊
山
㈱
で
は
、は
じ
め
に
会
議

室
に
通
さ
れ
、平
成
九
年
四
月
に
熊
山
に
工

場
を
建
て
、現
在
三
百
五
十
人
が
就
労
。地

域
と
と
も
に
育
つ
企
業
を
目
指
し
環
境
対

策
に
取
り
組
み
、産
業
廃
棄
物
の
発
生
し
な

い
仕
組
み
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、広
い
工
場
に
案
内
さ
れ
、安
全

に
作
業
を
す
す
め
る
た
め
の
教
育
ラ
イ
ン
で

社
員
か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
よ
り
ロ
ボ
ッ
ト
が
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン

や
住
宅
建
材
な
ど
を
正
確
に
す
ば
や
く
組

み
立
て
る
ラ
イ
ン
を
見
学
し
ま
し
た
。

▶
市
内
に
は
、全
国
展
開
の
物
流
企
業
や
、電
気
部
品

　
関
連
の
ハ
イ
テ
ク
企
業
な
ど
、多
数
の
工
場
・
事
業
所

　
が
あ
り
、市
の
産
業
を
ま
す
ま
す
活
性
化
さ
せ
て
い

　
き
ま
す
。

　
㈱
住
生
活
グ
ル
ー
プ
の
中
核
会
社
で
あ
る
ト
ス
テ

　
ム
。住
生
活
に
関
わ
る
商
品
全
て
を
手
が
け
る
会
社

◀
で
す
。工
場
長
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

▶
工
場
内
に
あ
る
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
で
は
住
宅
に
関

わ
る
商
品（
キ
ッ
チ
ン
、

バ
ス
ル
ー
ム
、サ
ッ
シ
な

ど
）に
直
接
触
れ
て
体

感
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
が

あ
り
ま
す
。地
震
に
負

け
な
い
強
い
住
宅
の
模

型
も
あ
り
ま
す
。

トステム熊山㈱を後にした
一行は、熊山英国庭園（殿
谷）に向かい、園内を散策。
▼
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「
多
賀
に
大
き
な
工
場
発
見
！
」

　
　

午
後
一
時
か
ら
三
時
三
十
分
ま
で
一
行

は
、多
賀
の
山
間
に
あ
る
大
和
ハ
ウ
ス
工
業

㈱
岡
山
工
場
を
見
学
。

　

こ
の
工
場
は
、ま
ち
お
こ
し
の
一
環
と
し

て
旧
赤
坂
町
が
テ
ク
ノ
ポ
ー
ル
赤
坂
中
核

用
地
造
成
事
業
と
し
て
平
成
三
年
に
誘

致
。操
業
開
始
は
平
成
九
年
で
、昨
年
に
は

四
国
工
場
と
統
合
。従
業
員
は
二
百
九
十

人
、年
間
の
住
宅
・ア
パ
ー
ト
の
生
産
能
力

は
千
五
百
六
十
棟
、全
国
の
約
一
割
を
岡
山

工
場
で
生
産
し
て
い
ま
す
。

　
一
行
は
、会
議
室
で
会
社
説
明
を
受
け
た

後
、二
班
に
分
か
れ
て
工
場
内
へ
。受
注
者

の
名
前
が
書
か
れ
た
家
の
外
壁
、外
壁
フ
レ

ー
ム
、柱
な
ど
の
住
宅
資
材
が
生
産
さ
れ
て

い
る
様
子
や
、家
の
骨
組
み
で
あ
る
大
き
な

鉄
骨
が
、塗
装
液
の
入
っ
た
大
き
な
水
槽
に

順
番
に
入
れ
ら
れ
加
工
さ
れ
て
い
く
の
を

興
味
深
く
見
学
。

　

多
賀
に
住
む
主
婦
二
人
も
こ
の
ツ
ア
ー

に
参
加
、「
近
く
に
住
ん
で
い
て
も
、中
に
入

る
の
は
初
め
て
。清
潔
で
広
い
こ
と
に
驚
き

ま
し
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
の
森
で
特
産
品
の

こ
れ
里
ワ
イ
ン
発
見

　

大
和
ハ
ウ
ス

工
業
㈱
岡
山
工

場
を
出
た
一
行

は
、ツ
ア
ー
の
最

終
場
所
で
あ
る

「
岡
山
農
業
公

園
ド
イ
ツ
の
森
」

に
到
着
。公
園

内
を
散
策
し
て

帰
路
に
着
き
ま

し
た
。

　
程
よ
い
酸
味
と
香
り
の
辛
口

　
　
　
　
　
＝ 

奨
励
賞
受
賞 

＝

　

農
業
公
園
内
の
こ
れ
里
ワ
イ
ナ
リ
ー
で

は
、市
の
特
産
品
の
ワ
イ
ン
を
販
売
。今
年

の
国
産
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
で
リ
ー
ス
リ
ン

グ
が
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

▲xevo（ジーヴオ）外張り断熱体感装置で
　省エネルギー性能を検証

▲工場内生産ラインを見学
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熊
山
工
業
団
地
に
企
業
進
出

㈱
放
電
精
密
加
工
研
究
所
と
立
地
協
定

　

赤
磐
市
釣
井
の
熊
山
工
業
団
地
に
、

金
属
加
工
業
の
㈱
放
電
精
密
加
工
研
究

所（
神
奈
川
県
）の
進
出
が
決
ま
り
、八
月

二
十
九
日(

金)

、赤
磐
市
役
所
で
立
地
協
定

の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

立
地
調
印
式
に
は
、荒
嶋
市
長
、二
村
勝

彦
社
長
、小
引
市
議
会
議
長
、廣
瀬
釣
井
区

長
が
出
席
し
協
定
書
に
署
名
・
押
印
。市
長

が「
当
市
に
と
っ
て
企
業
誘
致
は
最
優
先
課

題
の
一つ
。優
良
企
業
が
来
て
く
れ
た
こ
と

に
非
常
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」と
述
べ
、社

長
は
、「
万
全
を
期
し
て
事
業
に
取
り
組
み

た
い
」と
あ
い
さ
つ
。

　

㈱
放
電
精
密
加
工
研
究
所
は
鉄
骨
造

・
平
屋
建
て（
一
部
二
階
建
て
）の
工
場
三

棟
を
建
設
予
定
。来
年
二
月
に
着
工
し
、

十
月
か
ら
操
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。従

業
員
は
七
十
人
。そ
の

内
三
十
五
人
を
新
規

採
用
。投
資
額
は
土
地

代
を
含
め
約
十
八
億

円
で
す
。
資
本
金

八
億
八
千
九
百
十
九
万

円
で
発
電
用
ガ
ス
タ
ー

ビ
ン
部
品
な
ど
を
加
工

す
る
予
定
で
す
。

立
地
協
定
書
に
署
名
・
押
印
し
た
後
、そ
れ
ぞ

れ
の
今
後
の
発
展
を
期
待
し
て
固
く
握
手
を

交
わ
し
ま
し
た
。

熊山工業団地

コーナン商事㈱

㈱ ラ ピ ー ト

ブリジストン㈱

テ イ カ ㈱

ト ス テ ム ㈱

調 整 池 な ど

㈱放電精密加工研究所

㈱ NTN 赤磐製作所立地予定地
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★パソコン講座
【各コース共通】
■申込期間
　10月2日㈭～（定員になり次第締め切ります）
　※窓口で受講料を添えてお申し込みください。
　　（電話不可）
■対　象　一般　　 ■定　員　各回10人　
■場　所　中央公民館　　■テキスト代　実費

『エクセルで家計簿や帳簿をつくろう』
　エクセルのデータベース機能を使って、並べ替えや抽
出、家計簿や帳簿の効率的な入力と集計方法を学んでみ
ませんか。
■日　時
　◦EKコース…10月21日㈫・10月23日㈭・10月28日㈫
　　9：00～12：00
■受講料　2，000円（１コース3回分）

『ワード2007で地図をつくろう』
　ワードを使って、自分だけの地図を作製してみません
か。
■日　時
　◦Mコース…10月21日㈫・10月23日㈭
　　13：30～16：30
■受講料　1,500円（1コース2回分）

『ワード2007でPOP作成講座』
　ワードを使って、自分だけのチラシやポスターを作製し
てみませんか。
■日　時
　◦P1コース…10月21日㈫・10月23日㈭
　　18：30～21：30
　◦P2コース…１1月11日㈫・11月13日㈭
　　13：30～16：30
■受講料　1,500円（1コース2回分）

『グーグルアース体験講座』
　パソコンを使って、世界中の町を見て回り、自分のまち
を見てみます。ちょっとした世界旅行を体験してみません
か。
■日　時
　◦Gコース…10月28日㈫
　　13：30～16：30、18：30～21：30
■受講料　500円

『ワードで写真入りハガキ作成講座』
　ハガキ等に写真を取り入れて、自分だけのハガキを作
成してみませんか。
■日　時
　◦W1コース…11月11日㈫・11月13日㈭
　　時間は次からお選びください。複数の受講はできません。
　　9：00～12：00、18：30～21：30
■受講料　1,500円（1コース2回分）

＜山陽郷土資料館主催＞
★ふるさと歴史セミナー
　「宇喜多氏の領国形成とその崩壊」
　―郷村秩序と主従関係から考えるー
■日　時　10月18日㈯　13：30～15：30
■講　師　岸田　裕之
　　　　　広島大学名誉教授
　　　　　（赤磐市出身）
■場　所　中央公民館
■申し込み先（要予約）
　山陽郷土資料館（受講料無料）
　☎955-0710
■共　催
　岡山県生涯学習大学

★民話を聞く会
　おもしろい昔話を聞いてみませんか！
■日　時　10月18日㈯　10：00～11：30
■講　師
　テレビや新聞でおなじみの民話のおじさん
　立石　憲利（日本民話の会運営委員）
■対　象　子ども～一般　　■参加費・申し込み　不要

★赤磐史跡めぐり
　秋の一日、赤磐市の史跡を歩いてみませんか！
■日　時　11月7日㈮　9：00～15：00
■講　師　山陽郷土資料館　学芸員　高畑　富子
■集合場所　高月公民館　
■コース
　吉井地域方面をバスで移動、池田長政墓所、吉井郷土
　資料館、直原玉青展示室、宗形神社等を見学
■対　象　一般　　■定　員　20人
■参加費　200円　　■申込期間　10月2日㈭～

★講座の受け付けは、各館とも
　午前９：００からで、すべて先着順です。

中央公民館主催講座

高月公民館主催講座
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　絵画・写真・書道・工芸品・手芸品・短歌・川柳・俳句・盆栽・生花等なんでも結構です。
　たくさんの人のご参加をお待ちしております。

　《申込締め切り》 吉井公民館…10月10日（金）　熊山公民館…10月31日（金）

  公民館まつり日程
　●吉井公民館まつり…10月25日（土）・26日（日）　　●熊山公民館まつり…11月15日（土）・16日（日）
　●赤坂公民館まつり…11月15日（土）・16日（日）　　●中央公民館まつり…11月22日（土）・23日（日）

★紙すき教室
　こうぞを原料に和紙を作ろう。
■日　時　11月1日㈯・8日㈯　9：00～12：00
■対　象　小学校3年生以上（2回とも参加可能の人）
■定　員　15人（先着順）　　■参加費　400円
■申込期間　10月1日㈬～

★ドキドキ講座（自然観察会）
　自然大好き人間集まれ！赤磐市内に生息する水の中の
生きものや鳥について観察してみよう。
■日時・場所
　◦10月11日㈯　9：00～11：00
　　水の中の生きもの観察―赤磐市町苅田（砂川）
　　申込期間：10月1日㈬～10月10日㈮
　◦11月8日㈯　9：00～11：00
　　里山の鳥観察―赤磐市佐古〔※雨天中止〕
　　申込期間：10月1日㈬～11月7日㈮
■参加費　無料　　■定　員　30人

★子どものひろば
　お友だちといっしょに、みんなで来てね。
■日　時　11月8日㈯　10：00～11：30
■対　象　幼児～小学生
■出　演　絵本読み聞かせの会「ぐりとぐら」
■内　容　パネルシアター、紙芝居、絵本、工作など
■参加費・申し込み　不要

★楽しいスケッチ画
　野外で手軽にスケッチを楽しみ、描くことの楽しさを味
わうとともに、参加者相互の親睦を深めましょう。
■日　時　11月1日㈯・8日㈯　9：30～11：30
■講　師　松嶋　一倫（日本画家）
■対　象　中学生以上　　■定　員　15人
■参加費　200円（2回分）　■申込期間　10月6日㈪～

★史跡探訪
　先賢が成し遂げた業績や歴史事象を学ぶとともに現地
を見学して研究を深めよう。
■日　時　10月31日㈮　8：30～17：00
■場　所　下津井城および旧野崎邸など
■講　師　山陽郷土資料館　学芸員　高畑　富子
■対　象　一般　　■定　員　20人
■参加費　500円（資料代含む）
　　　　　他に旧野崎邸入場料500円　
■申込期間　10月6日㈪～
　※窓口で参加費・入場料を添えてお申し込みください。

●中央公民館（下市337 ☎955-0069）　　　　　●赤坂公民館（町苅田507 ☎957-2211）
●熊山公民館（松木623 ☎995-1360）　　　　　●吉井公民館（周匝136-1 ☎954-1379）
●高月公民館（穂崎848-1 ☎086-229-9777）　●西山公民館（西中220-1 ☎955-0777）
●山陽公民館（山陽1-10 ☎955-9777）　　　　●笹岡公民館（坂辺9 ☎957-2214）

山陽公民館主催講座

西山公民館主催講座

熊山公民館主催講座

公民館まつり一般展示作品募集！（吉井公民館・熊山公民館）
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◦
第
五
位
／
村
上　

幸
次

◎
一
般
の
部

【
開
催
日
】八
月
二
日（
土
）

【
開
催
場
所
】

　

赤
坂
レ
イ
ク
サ
イ
ド
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

【
参
加
者
】三
十
三
人

【
大
会
結
果
】

◦
優　

勝
／
楢
原　

昌
介

◦
準
優
勝
／
井
本　
　

智

◦
第
三
位
／
阿
井　

道
伸

◦
第
四
位
／
山
本　

房
雄

◦
第
五
位
／
森
末　

敏
夫

赤
磐
市
体
育
協
会
杯

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

【
開
催
日
】八
月
五
日（
火
）

【
開
催
場
所
】

　

和
気
鵜
飼
谷
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

【
参
加
者
】十
一
チ
ー
ム（
五
十
七
人
）

【
大
会
結
果
】　

◦
優　

勝
／
東
軽
部（
赤
坂
）

◦
準
優
勝
／
ピ
オ
ー
ネ（
赤
坂
）

◦
第
三
位
／
コ
ス
モ
ス（
赤
坂
）

◦
ラ
ッ
キ
ー
７
賞
／
千
躰（
熊
山
）

◦
ブ
ー
ビ
ー
賞
／
岩
田
Ａ（
山
陽
）

赤
磐
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
開
催

　

こ
れ
か
ら
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
始
め

た
い
人
を
対
象
に
初
心
者
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
小
学
生（
二
年
生
以
上
）

か
ら
成
人（
年
齢
問
わ
ず
）ま
で
ど
な

※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、本
人
の
申

　

し
出
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
ボ
ー
ト
競
技
大
会（
埼
玉
県
）

舵
手
つ
き
四
人
ス
カ
ル
優
勝

第
六
十
三
回
国
民
体
育
大
会
チ
ャ
レ
ン
ジ

お
お
い
た
国
体
ボ
ー
ト
競
技（
熊
本
県
）

◇
関
西
高
等
学
校
三
年

　

藤
原　

頌
太（
高
屋
）

平
成
二
十
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
自
転
車
競
技
大
会（
埼
玉
県
）

◇
東
岡
山
工
業
高
等
学
校
三
年

　

竹
竝　

丈
二（
山
陽
七
丁
目
）

第
二
十
五
回
全
日
本
少
年

軟
式
野
球
大
会（
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
）

第
三
位

◇
高
陽
中
学
校
三
年

　

長
谷
目　

翼（
正
崎
）

◇
磐
梨
中
学
校
三
年

　

和
氣　

常
恭（
徳
富
）

第
三
十
八
回
全
日
本
中
学
生

ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会（
富
山
県
）

◇
磐
梨
中
学
校
ホ
ッ
ケ
ー
部

　

若
林　

瑠
乃
・
小
引　

千
尋

　

白
石
茉
奈
美
・
正
盛　

奈
月

　

一
色　

優
奈
・
上
田　

瑞
季

　

小
野
田
琴
巳

　　

・

　

第
二
十
三
回
日
本
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
選
手
権

（
Ｕ
―
15
）大
会（
福
島
県
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
）

◇
高
陽
中
学
校
三
年

　

石
川　

大
剛（
山
陽
三
丁
目
）

　

上
岡　

直
樹（
日
古
木
）

　

花
島　

一
成（
河
本
）

◇
吉
井
中
学
校
三
年

　

中
務　

貴
之（
周
匝
）

◇
桜
が
丘
中
学
校
二
年

　

宇
田　

有
志（
桜
が
丘
西
九
丁
目
）

　

砂
田　

一
磨（
桜
が
丘
東
一
丁
目
）

平
成
二
十
年
度
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
登
山
大
会（
埼
玉
県
）

◇
東
岡
山
工
業
高
等
学
校
三
年

　

太
田　

智
樹（
桜
が
丘
西
九
丁
目
）

　

尾
関　

駿
輔（
町
苅
田
）

全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

夏
季
水
泳
競
技
大
会
水
球
競
技（
大
阪
府
）

◇
赤
坂
中
学
校
三
年

　

横
田　

晃
輝（
西
軽
部
）

◇
軽
部
小
学
校
六
年

　

横
田　

未
来（
西
軽
部
）

第
七
回
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ジ
ュ
ニ
ア

グ
ラ
ン
プ
リ
二
〇
〇
八（
仙
台
市
）

◇
山
陽
小
学
校
六
年

　

中
永　

大
輝（
五
日
市
）

第
三
回
赤
磐
市
長
杯

赤
磐
市
民
ゴ
ル
フ
大
会（
ネ
ッ
ト
競
技
）

◎
シ
ニ
ア・レ
デ
ィ
ス
の
部

【
開
催
日
】七
月
二
十
一
日（
月・祝
）

【
開
催
場
所
】山
陽
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

【
参
加
者
】九
十
二
人

【
大
会
結
果
】

◦
優　

勝
／
難
波　
　

勝

◦
準
優
勝
／
中
井　

正
和

◦
第
三
位
／
塩
田　

順
一

◦
第
四
位
／
野
口　
　

満

全
国
大
会
出
場（
敬
称
略
）

大
会
結
果

募
　
　
集
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た
で
も
ど
う
ぞ
。

【
日　

時
】

　

十
一
月
一
日・八
日・十
五
日・

　

二
十
二
日・二
十
九
日（
毎
土
曜
日
）

　

午
前
九
時
～
十
一
時

【
場　

所
】山
陽
西
小
学
校
体
育
館

【
定　

員
】先
着
二
十
人

【
指　

導
】

　

赤
磐
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

【
参
加
費
】千
円（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
）　

　

初
回
に
持
参

【
持
参
物
】

　

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、ラ
ケ
ッ
ト（
都

合
の
つ
か
な
い
人
は
申
し
込
み
時
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
）

【
申
込
締
切
】十
月
二
十
日（
月
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先
】

◦
赤
磐
市
体
育
協
会
事
務
局

　
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

　
☎（
９
５
５
）４
４
３
２

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
開
催
！

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
！
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で

さ
わ
や
か
な
汗
を
流
そ
う
。
お
友
達

と
チ
ー
ム
を
作
っ
て
参
加
し
て
ね
。

　

申
込
書
は
小
学
校
よ
り
配
布
さ
れ

ま
す
。

【
日　

時
】十
一
月
十
五
日（
土
）

　

午
前
八
時
三
十
分
～
正
午（
予
定
）

【
場　

所
】山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

【
対　

象
】市
内
小
学
生

【
チ
ー
ム
編
成
】七
～
十
人

【
申
込
締
め
切
り
】

　

十
月
二
十
四
日（
金
）

【
主　

催
】赤
磐
市
教
育
委
員
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◦
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
９
５
５
）４
４
３
２

赤
磐
八
十
八
カ
所
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

秋
の
風
を
感
じ
な
が
ら
赤
磐
市

八
十
八
カ
所
霊
場
を
巡
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
今
年
は
、ふ
れ
あ
い
公
園
周
辺

の
札
所
を
巡
り
ま
す
。

【
日　

時
】十
一
月
三
十
日(

日)

　

午
前
九
時
～
正
午

【
場　

所
】山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

【
定　

員
】先
着
五
十
人

【
対　

象
】小
学
生
～
一
般

　
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

【
申
込
方
法
】電
話
申
し
込
み

【
申
込
締
切
】十
一
月
十
四
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先
】　

◦
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
☎（
９
５
５
）４
４
３
２

硬
式
テ
ニ
ス
教
室　

　

初
心
者
の
人
も
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】十
月
十
四
日（
火
）～

　

十
一
月
十
一
日（
火
）

　

※
毎
週
火
曜
日（
全
五
回
）

　

午
後
七
時
三
十
分
～
九
時

【
場　

所
】

　

熊
山
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

【
定　

員
】先
着
二
十
人

【
対　

象
】市
内
在
住・在
勤
者（
高
校

　

生
以
上
）

【
申
込
方
法
】電
話
申
し
込
み

【
受　

付
】十
月
十
日（
金
）ま
で

　

※
土
日
祝
受
付
不
可

【
問
い
合
わ
せ
先・申
し
込
み
先
】

◦
教
育
委
員
会
熊
山
分
室

　
（
熊
山
公
民
館
内
）

　

☎（
９
９
５
）１
３
６
０

第
三
回
赤
磐
市
秋
季
テ
ニ
ス
大
会
開
催

【
日　

時
】十
月
五
日（
日
）

◦
受　

付
／
午
前
八
時
三
十
分
～

◦
開　

始
／
午
前
九
時
～

◦
雨
天
時
／
十
月
十
九
日（
日
）

【
場　

所
】桜
が
丘
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

【
種　

目
】ダ
ブ
ル
ス

【
参
加
資
格
】赤
磐
市
テ
ニ
ス
協
会
員

【
参
加
費
】五
百
円（
当
日
持
参
）

【
主　

催
】赤
磐
市
テ
ニ
ス
協
会

【
連
絡
先
】

◦
愛
甲　

博
美

　

☎
０
９
０（
１
６
８
１
）７
４
７
８

岡
山
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ッ
ケ
ー
リ
ー
グ

第
四
節
開
催

　

市
内
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
が
熱
い
戦
い

を
繰
り
広
げ
て
い
る「
岡
山
ジ
ュ
ニ
ア

ホ
ッ
ケ
ー
リ
ー
グ
」の
第
四
節
が
開
催

さ
れ
ま
す
。観
戦
は
無
料
で
す
。

【
日　

時
】十
月
十
一
日（
土
）

　

午
前
九
時
～

【
場　

所
】

　

熊
山
運
動
公
園
多
目
的
広
場

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

　

http://okayam
aclub.sports.

　

coocan.jp/O
H
L/

晴
れ
の
国
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

派
遣
事
業
で
招
へ
い

　
県
が
、お
か
や
ま
国
体
以
降
展
開

し
て
き
た「
晴
れ
の
国
ト
ッ
プ
ア
ス
リ

ー
ト
派
遣
事
業
」を
活
用
し
て
、赤
磐

市
内
の
小
中
学
校
で
も
ト
ッ
プ
ア
ス
リ

ー
ト
の
指
導
を
受
け
る
チ
ャ
ン
ス
を

得
て
い
ま
す
。

　
石
相
小
で
は
水
泳
、磐
梨
中
で
は

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
桜
が
丘
中
で
は
卓

球
。
高
度
な
技
と
精
神
に
触
れ
る
こ

と
で
、明
日
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
誕

生
に
期
待
が
か
か
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

地
域
奉
仕
活
動
を
し
ま
し
た

　
八
月
十
日
を
統
一
行
動
日
に
、
赤

磐
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
各
団
の
団

員・保
護
者
ら
が
日
ご
ろ
の
練
習
で
使

用
し
て
い
る
会
場
周
辺
道
路
の
ゴ
ミ

を
拾
っ
て
歩
き
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は「
地
域
で
育

つ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」を
合
言
葉
に
、

今
後
も
地
域
に
貢
献
で
き
る
活
動
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
の
で
、応
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

二
〇
〇
八

ス
ポ
レ
ク
フ
ェ
ス
テ
赤
磐

開
催
間
近
！

　

ス
ポ
ー
ツ
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
祭
典
を
今
年
も
開
催
。今
年
は

「
お
と
な
も
こ
ど
も
も
み
な
キ
ラ

リ
☆
」の
テ
ー
マ
で
、誰
で
も
気
軽

に
遊
び
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

各
コ
ー
ナ
ー
で
新
た
な
工
夫
を
凝

ら
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
開
催
日
】

　

十
月
十
三
日（
月・祝
）

　

体
育
の
日

【
ス
ポ
レ
ク
の
楽
し
み
方
】

①
運
動
で
き
る
服
装
で
当
日
午
前

九
時
ま
で
に
山
陽
ふ
れ
あ
い
公

園
多
目
的
広
場
へ
集
合

②
各
コ
ー
ナ
ー
で
遊
ぶ
＆
競
う
＆

知
る
♪（
館
内
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参

す
る
と
体
育
館
の
中
で
も
い
っ

ぱ
い
遊
べ
ま
す
）

③
お
な
か
が
空
い
た
ら
ふ
れ
あ
い

広
場
で
腹
ご
し
ら
え

④
各
コ
ー
ナ
ー
で
も
ら
っ
た
参
加

証
兼
抽
選
券
を
持
っ
て
午
後
二

時
三
十
分
ま
で
に
多
目
的
広
場

へ
集
合（
最
後
に
お
楽
し
み
抽

選
の
チ
ャ
ン
ス
）

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.city.akaiw

a.
lg.jp/sports/
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中央図書館
　☎ 955-0076
　 955-0083

赤坂図書館
　☎ 957-2212
　 957-9450

熊山図書館
　☎ 995-1273
　 995-3823

吉井図書館
　☎ 954-9200
　 954-9201

★開館時間 10：00〜18：00
　（中央図書館のみ木曜日は
　20：00まで）
★はじめて本をかりるとき…
　「利用者登録申込書」に記
　入し、図書館利用者カード
　をつくってください。（免許
　証・保険証など住所・氏名
　が確認できるものをお持ち
　ください。）　
※小学生以下は、保護者が申
　請してください。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

利用案内
10月の図書館カレンダー

赤磐市内全図書館休館日

　インターネットや官報、山陽・朝日新聞など
のデータベースを閲覧していただく目的で、イ
ンターネット検索パソコンを設置しています。
　利用するときは図書館利用者カードを持っ
て相談カウンターへお申し込みください。

　絵本の選び方、読みきかせのやり方など初
心者向けです。

■日　時
　10月29日、11月5日、11月12日（水）
　いずれも午前10時30分～正午
■場　所／中央図書館1F 多目的ホール
■講　師／延藤　好英 氏　
■対　象／読みきかせに興味があり、全3回
　受講できる人
■申込み
　10月18日（土）までに中央図書館へ申し
　込みください。（電話可）

■日　時
　◦第1回…11月16日（日）　
　　歌人・岡野直七郎（西中出身）
　　宮中歌会始め選者を務めた郷土の歌人
　◦第2回…12月21日（日）　　　　　
　　造船工学者・塩田泰介（今井出身）　
　　わが国初の本格的航洋商船「常陸丸」
　　建造主任
　◦第3回…1月18日（日）　　　　
　　南画家・直原玉青（黒本出身）　　　　
　　中国源流の南画を現代に復興させた第一人者
　午前10時30分～正午
■場　所／中央図書館１F 多目的ホール
■講　師／高畑　富子 氏（山陽郷土資料館学芸員）
■申込み
　10月26日（日）までに参加希望日を中央図
　書館まで申し込みください。（電話可）

　図書館で不用になった雑誌や書籍を差し
上げます。皆さんお誘い合わせの上、お気軽
にお越しください。各館で内容が異なります
ので、詳しくは各図書館でお尋ねください。
■日　時
　赤坂・熊山・吉井図書館
　１０月２４日（金）～１０月３０日（木）

■日　時／10月19日（日）　午後２時～
■場　所／くまやまふれあいセンター
　丹原恒子さんによる“つんちゃん劇場”。人
形劇など楽しいことがいっぱい！！みんなで来
てね♪

　期間中に本を借りた人に１日１回スタンプ
を１つ押します。スタンプを５つ以上集めた人
に図書館オリジナルしおりを差し上げます。
■場　所／赤坂・熊山・吉井図書館
■期　間／10月17日（金）～11月30日（日）

■一般図書
　①『ホームレス中学生』
　　田村　裕／著……………………35回
　②『東京島』
　　桐野　夏生／著…………………28回
　③『光とともに…12巻』
　　戸部けいこ／著…………………27回
■児童図書
　①『きんぎょがにげた』
　　五味　太郎／作…………………52回
　②『ミッケ！』
　　ウォルター・ウィック／写真………50回
　③『かわいいこねこをもらってください』
　　なりゆき　わかこ／著……………45回
■視聴覚資料
　①『パイレーツ・オブ・カリビアン』
　　ゴア・ヴァービンスキー／監督……19回
　①『となりのトトロ』
　　宮崎　駿／原作・脚本・監督……19回
　③『ダ・ヴィンチ・コード』
　　ロン・ハワード／監督……………18回

シリーズ③ インターネット検索パソコン
ここが変わった 新中央図書館

（全3回／先着20人）
絵本の読みきかせ講座

リサイクルＢＯＯＫフェア

（各回先着20人）
郷土の人物を学ぶ講座〜赤磐の人物伝〜

おはなしのおへや特別版

図書館スタンプラリー

（5月29日～8月29日）
赤磐市立図書館 貸出回数ベスト3

■日　時／10月18日（土）　午後2時～
■場　所／中央図書館1F 多目的ホール
■内　容／『アラン・ドロンのゾロ』（1975年
　アメリカ映画・字幕スーパー・126分）
　どうぞお気軽におこしください！

（先着80人）
きらり☆しあたー：おとな版
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　「
酒
、大
鯛
は
ま
焼
、ぼ
た
も
ち
、

三
重
箱
…
」こ
れ
は
、一
体
何
だ
と

思
い
ま
す
か
。

　
実
は
、今
か
ら
百
八
十
六
年

前
の
江
戸
時
代
、
文
政
五
年

（
一
八
二
二
）、岡
山
藩
家
老（
周

匝
陣
屋
・
片
桐
池
田
家
当
主
）池

田
伊
賀
長
紀
が
滝
山（
現
赤
磐
市

滝
山
）の
深み

や
ま山

に
狩
り
に
行
っ
た

と
き
、当
時
、名
主
を
し
て
い
た
荒

嶋
辰
兵
衛
の
家
に
寄
り
、食
し
た

御ご
ち
そ
う

馳
走
で
す
。ち
な
み
に
家
来
に

は
、に
ぎ
り
め
し
、煮
し
め
、酒
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、辰
兵
衛
が
書
い
た

「
万よ

ろ
ず
と
し歳
留と

め
ち
ょ
う
帳
」に
記
さ
れ
て
い
る

も
て
な
し
の
献
立
で
す
。

　
荒
嶋
辰
兵
衛
（
以
下
辰
兵

衛
）は
、前
記
留
帳
に
天
保
五
年

（
一
八
三
四
）に
亡
く
な
り
、行
年

七
十
一
と
あ
る
こ
と
か
ら
、生
ま
れ

た
の
は
、（
数
え
年
を
考
え
て
）宝

暦
十
二
年（
一
七
六
二
）ご
ろ
と
思

わ
れ
ま
す
。

  

「
万
歳
留
帳
」は
、天
明
八
年

（
一
七
八
八
）八
月
十
九
日
か
ら
始

ま
っ
て
お
り
、こ
の
日
辰
兵
衛
は
、

郡
奉
行
出
石
平
助
か
ら
、滝
山
村

の
名
主
役
を
拝
命
し
て
い
ま
す
。

辰
兵
衛
、二
十
六
歳
の
こ
ろ
で
す
。

  

文
化
二
年（
一
八
〇
五
）二
月
、岡

山
藩
家
老
で
、こ
の
地
の
領
主
で

あ
っ
た
池
田
大
和
長
玄
は
、周
匝

屋
敷
に
入
り
、十
日
間
逗
留
し
ま

し
た
。そ
の
内
の
二
月
十
五
日
、滝

山
の
深
山
に
鹿
追
い（
狩
り
）に
行

き
、そ
の
帰
り
総
勢
四
十
人
で
辰

兵
衛
宅
に
寄
り
、辰
兵
衛
は
、吸
い

物
、酒
、肴
に
て
も
て
な
し
、一
行

は
、午
後
八
時
ご
ろ
に
周
匝
に
帰

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、郡
内
を
巡
回
す
る
郡
代

の
一
行
も
辰
兵
衛
宅
に
宿
泊
し
て

い
ま
す
。

　
文
政
七
年（
一
八
二
四
）四
月
、郡

内
を
巡
回
す
る
際
、郡
代
薄す

す
き
だ田

長

兵
衛
の
一
行
十
二
人
が
辰
兵
衛
宅

に
宿
泊
し
ま
し
た
。こ
の
と
き
、辰

兵
衛
は
、夕
食
と
朝
食
を
一
汁
二
菜

で
出
し
て
い
ま
す
。

　
夕
食
の
は
じ
め
の
膳
に
は
、

向む
こ
う
づ
け

付
小こ

ざ
ら皿

に
三
つ
葉
ひ
た
し
、

平ひ
ら
わ
ん椀

に
ふ
き
・
竹た

け
の
こ子

・
わ
ら
び
の

煮
し
め
、汁
に
は
、ち
さ
を
入
れ
て

出
し
、次
の
膳
の
向
付
小
皿
に
は

焼や
き
ざ
か
な
肴
、平
腕
・
汁
は
同
じ
も
の
を
出

し
て
い
ま
す
。翌
朝
は
、う
ど
の
あ

え
物
、か
い
わ
り
、大
根
、新
牛ご

ぼ
う蒡

な
ど
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
訪
問
は
、狩
り
だ
け

で
も
六
回
を
数
え
ま
す
。

  

文
政
十
二
年（
一
八
二
九
）八
月

十
二
日
、こ
の
と
き
、是
里
村
・
周

匝
村
の
名
主
を
し
て
い
た
辰
兵
衛

（
六
十
七
歳
の
こ
ろ
）は
、「
人
柄

実
貞
ニに

而て

、四
十
弐
年
数
年
来
無

懈け
た
い怠

出（
出

　精
）情

相
勤
」（
人
柄
が
良
く
、

長
年
に
わ
た
り
名
主
役
を
厳
重
に

勤
務
し
て
い
る
）と
し
て
、米
二
俵

を
遣つ

か

わ
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
約
二
カ
月
後
の
十
月

二
十
四
日
四よ

つ
時ど

き（
午
前
十
時
ご

ろ
）、辰
兵
衛
は
、大
庄
屋
の
穂
崎

村
小
倉
藤
左
衛
門
と
と
も
に
郡

会
所
に
出
向
き
、郡
代
か
ら
大
庄

屋
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
す
。　

　
辰
兵
衛
は
、滝
山
村
の
名
主
役

を
三
十
四
年
務
め
た
の
を
始
め
、

黒
沢
村（
十
六
年
）・
是
里
村
の
名

主
、福
田
村
・
河
原
屋
村（
十
三
年
）

・
周
匝
村
の
兼
帯
名
主
を
勤
め
た

の
で
し
た
。

　
し
か
し
、天
保
三
年（
一
八
三
二
）

七
月
二
十
八
日
、病
の
た
め
大
庄

屋
役
を
断
り
ま
す
。そ
の
二
年
後

の
天
保
五
年
五
月
十
八
日
、辰
兵

衛
は
永
眠
し
ま
す
。七
十
一
歳
で
し

た
。

　
辰
兵
衛
没
後
七
年
を
経
た
、

天
保
十
二
年
四
月
十
六
日
、こ
の

と
き
、滝
山
村
の
名
主
を
し
て
い

た
辰
兵
衛
の
息
子
六
右
衛
門
は
、

代
々
片
桐
池
田
家
の
炭
仕
込
御
用

を
勤
め
た
こ
と
、ま
た
、狩

猟
に
際
し
、そ
の
宿
泊
御

用
を
勤
め
た
こ
と
を
賞
さ

れ
、周
匝
屋
敷
内
に
限
っ
て

苗
字
を
名
乗
る
こ
と
を
許

さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、大
庄
屋
の
屋
敷

が
あ
っ
た
所
は
、井
戸
を

残
し
て
畑
地
と
な
っ
て
い

ま
す
。隣
に
住
む
荒
島
英
雄
さ
ん

（
八
十
一
歳
）は
、「
私
の
お
ば
あ

さ
ん
が
子
供
の
こ
ろ
、（
隣
の
大
庄

屋
だ
っ
た
屋
敷
の
）南
門
を
開
け

る
音
を
聞
い
た
と
言
よ
う
り
ま
し

た
」と
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

（
山
陽
郷
土
資
料
館
・
高
畑
富
子
）

参
考
文
献

　
◦
荒
島
宗
元
家
文
書

　
◦『
吉
井
町
史
』

荒
あらしま

嶋 辰
た つ べ え

兵衛（1762年ごろ～1834年）
＜大庄屋／滝山＞

荒嶋辰兵衛墓
（赤磐市滝山）

「
万
歳
留
帳　
名
主 

荒
嶋
辰
兵
衛 

印
」

津
山
市
荒
島
宗
元
氏
蔵

◀

▲荒嶋辰兵衛屋敷跡（現在、井戸が残されている）
 　〈赤磐市滝山〉 



10
月

平
成

20年

Sunday 日
M

onday 月
Tuesday 火

W
ednesday 水

Thursday 木
Friday 金

Saturday 土

★
10

月
の

税
・

保
険

料
を

期
限

内
に

納
め

ま
し

ょ
う

　
●

市
県

民
税

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

３
期

　
●

国
民

健
康

保
険

税
…

…
…

…
…

…
…

5
期

　
●

介
護

保
険

料
…

…
…

…
…

…
…

…
…

5
期

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
10

月
31

日
ま

で

●
胸

部
レ

ン
ト

ゲ
ン

検
診・喀

た
ん

　
検

査（
山

陽
地

域
）

●
特

定
健

康
診

査
・

前
立

腺
が

ん
　

検
診（

熊
山

地
域

）
●

絵
本

は
と

も
だ

ち
　〔

８
、１５

、２２
、２９

日
も

開
催

〕
　

10：３０
～（

中
央

図
書

館
）

　

●
胸

部
レ

ン
ト

ゲ
ン

検
診・喀

た
ん

　
検

査（
山

陽
地

域
）

●
特

定
健

康
診

査
・

前
立

腺
が

ん
　

検
診（

赤
坂

地
域

）

●
胸

部
レ

ン
ト

ゲ
ン

検
診・喀

た
ん

　
検

査（
山

陽
地

域
）

●
特

定
健

康
診

査
・

前
立

腺
が

ん
　

検
診（

赤
坂

地
域

）
●

人
権・行

政
相

談
　

10:00～
12:00

　（
熊

山
保

健
福

祉
総

合
セ

ン
タ

ー
）

●
ブ

ッ
ク

ん
の

お
は

な
し

か
い

　〔１１、25、１１月１日
も

開
催

〕
　

10：３０
～（

赤
坂

図
書

館
）

●
お

は
な

し
か

い
　〔１１、１８、２５、１１月１日

も
開

催
〕

　
10：３０

～（
中

央
図

書
館

）

●
特

定
健

康
診

査
・

前
立

腺
が

ん
　

検
診（

山
陽

地
域・熊

山
地

域
）

●
特

定
健

康
診

査
・

前
立

腺
が

ん
　

検
診（

山
陽

地
域

）
●

1歳
6ヵ

月
児

健
診

　
受

付
時

間
 12：45～

13：15
　（

山
陽

保
健

セ
ン

タ
ー

）

●
特

定
健

康
診

査
・

前
立

腺
が

ん
　

検
診（

熊
山

地
域・吉

井
地

域
）

●
た

ん
ぽ

ぽ
の

会（
22日

も
開

催
）

　
10：00～

11：00
　（

赤
坂

公
民

館
）

●
特

定
健

康
診

査
・

前
立

腺
が

ん
　

検
診（

吉
井

地
域

）
●

無
料

法
律

相
談

　
13:00～

16:00
　（

産
業

会
館

2階
ふ

る
さ

と
交

流
室

）

●
交

通
安

全
日

●
犯

罪
ゼ

ロ
の

日
●

育
児

相
談

　
受

付
時

間
 9：45～

10：30
　（

山
陽

保
健

セ
ン

タ
ー

）
●

特
定

健
康

診
査

・
前

立
腺

が
ん

　
検

診（
赤

坂
地

域・吉
井

地
域

）

●
安

全・安
心

ま
ち

づ
く

り
旬

間
　〔

～
20日

〕
●

お
は

な
し

会
　〔

毎
月

第
２

土
曜

日
〕

　
１４：００

～（
吉

井
図

書
館

）

●
２００８

ス
ポ

レ
ク

フ
ェ

ス
テ

赤
磐

　
９：００

～
１５：００

　（
山

陽
ふ

れ
あ

い
公

園
他

）

●
3歳

児
健

診
　

受
付

時
間

 12：45～
13：15

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
２

歳
６

ヵ
月

児
歯

科
健

診
　

受
付

時
間

 1
2：

4
5

～
1

3：
1

5
　（

山
陽

保
健

セ
ン

タ
ー

）
●

人
権

・
行

政
・

消
費

生
活

相
談

　
13:00～

16:00（
本

庁
2階

第
1会

議
室

）
●

心
配

ご
と

相
談

　
13:00～

15:00
　（

山
陽

総
合

福
祉

セ
ン

タ
ー

）
●

人
権・行

政・障
害

者・心
配

ご
と

相
談

　
13:00～

15:00
　

無
料

法
律

相
談

　
10:00～

15:00
　（

吉
井

会
館

農
業

事
実

習
室

）

●
特

定
健

康
診

査
・

前
立

腺
が

ん
　

検
診（

山
陽

地
域

）
●

離
乳

食
講

習
会

　
10：00～

１１：３０
　（

熊
山

保
健

福
祉

総
合

セ
ン

タ
ー

）

●
特

定
健

康
診

査
・

前
立

腺
が

ん
　

検
診（

山
陽

地
域

）
●

人
権・行

政・障
害

者・心
配

ご
と

相
談

　
1

3
:0

0
～

1
5

:0
0

　（
熊

山
保

健
福

祉
総

合
セ

ン
タ

ー
）

●
男

女
共

同
参

画
セ

ミ
ナ

ー（
公

開
講

座
）

　
13:00～

15:00（
本

庁
2階

大
会

議
室

）
●

乳
児

健
診

・
育

児
相

談
　

受
付

時
間

 １
２：４

５
～

１
３：１

５
　（

吉
井

保
健

セ
ン

タ
ー

）
●

図
書

館
ス

タンプ
ラリー〔

～１１月３０日
〕

　（
赤

坂
・

熊
山

・
吉

井
図

書
館

）

●
ド

ッ
ジ

ボ
ー

ル
教

室
　

９：００
～

１１：３０
　（

山
陽

ふ
れ

あ
い

公
園

）
●

民
話

を
聞

く
会

　
10：00～

11：30
　（

高
月

公
民

館
）

●
き

ら
り

☆
し

あ
た

ー：お
と

な
版

　
14:00～（

中
央

図
書

館
）

㊩
＝

休
日

当
番

医（
窓

口
受

付
 ９

:０
０

〜
１

７
:０

０
）（

●
は

㈳
赤

磐
医

師
会

管
内

の
岡

山
市

瀬
戸

町
地

域
の

休
日

当
番

医
で

す
）　

㊡
＝

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー・山
陽

郷
土

資
料

館
休

館
日

このページは外してご利用ください。
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

㊩
マ

ス
カ

ット
整

形
外

科
医

院
　

☎
086-229-2611

㊩
桜

井
内

科
 ☎

957-3012
●

う
え

お
か

内
科

医
院

　
☎

952-5665
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

㊩
山

本
クリ

ニ
ック

 ☎
955-8868

㊩
赤

磐
市

民
病

院
 ☎

995-1251
●

鈴
木

医
院

 ☎
952-0205

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊩
三

島
内

科
医

院
 ☎

955-5311
㊩

景
山

医
院

 ☎
995-2299

●
間

阪
内

科
医

院
 ☎

952-1717
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11

12
13　

　
　
　
　
体
育
の
日

14
15

16
17

18



●
児

童
文

学
作

家
八

束
澄

子さん
講

演
会

　
14：00～

16：00（
中

央
図

書
館

）
●

お
は

な
し

の
お

へ
や

特
別

版
　

14：00～
16：00（

熊
山

図
書

館
）

●
特

定
健

康
診

査
・

前
立

腺
が

ん
　

検
診（

山
陽

地
域・熊

山
地

域
）

●
特

定
健

康
診

査
・

前
立

腺
が

ん
　

検
診（

山
陽

地
域・熊

山
地

域
）

●
特

定
健

康
診

査
・

前
立

腺
が

ん
　

検
診（

山
陽

地
域・熊

山
地

域
）

●
人

権・行
政

相
談

   10:00～
15:00

　
心

配
ご

と
相

談
　

13:00～
15:00

　（
赤

坂
健

康
管

理
セ

ン
タ

ー
）

●
特

定
健

康
診

査
・

前
立

腺
が

ん
　

検
診（

赤
坂

地
域

）
●

乳
児

健
診

   受
付

時
間

 １２：４５
～

１３：１５
　（

山
陽

保
健

セ
ン

タ
ー

）
●

特
定

健
康

診
査

・
前

立
腺

が
ん

　
検

診（
吉

井
地

域
）

●
リ

サ
イ

ク
ル

Ｂ
Ｏ

Ｏ
Ｋ

フ
ェ

ア
　〔

～
３０

日
〕

　 （
赤

坂
・

熊
山

・
吉

井
図

書
館

）

●
交

通
安

全
日

●
お

笑
い

赤
坂

亭
定

例
寄

席
　

19：00～
20：00

　（
お

笑
い

赤
坂

亭
）

●
吉

井
公

民
館

ま
つ

り
　

9：00～
18：00

　（
吉井公民館・武道館・ライフプラザ吉井）

●
定

期
救

急
講

習
会

　９：００～１２：００
　（

赤
磐

市
消

防
本

部
２

階
会

議
室

）
●

吉
井

公
民

館
ま

つ
り

　
9：00～

16：00
　（

吉井公民館・武道館・ライフプラザ吉井）

●
特

定
健

康
診

査
・

前
立

腺
が

ん
　

検
診（

山
陽

地
域・吉

井
地

域
）

●
特

定
健

康
診

査
・

前
立

腺
が

ん
　

検
診（

山
陽

地
域・吉

井
地

域
）

●
熊

山
支

所
育

児
相

談
   １０：００

～
１１：００

　（
熊

山
保

健
福

祉
総

合
セ

ン
タ

ー
）

●
特

定
健

康
診

査
・

前
立

腺
が

ん
　

検
診（

山
陽

地
域・熊

山
地

域
）

●
特

定
健

康
診

査
・

前
立

腺
が

ん
　

検
診（

熊
山

地
域

）
●

特
定

健
康

診
査

・
前

立
腺

が
ん

　
検

診（
山

陽
地

域・熊
山

地
域

）

10
月

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

15
16

17
18

19
20

21
22

23
24

25
26

27
28

29
30

31
 ○

 屋
内

プ
ー

ル
一

般
開

放
 ☆

 ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
開

放
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金

山陽ふれあい公園

屋
　

内
プ

ー
ル

10:00

〜12:00
施設整備

施設整備

○

○

○

休館日

○

○

○

○

○

●スポレク

休館日

○

○

○

○

○

休館日

○

○

○

○

○

休館日

○

○

○

■
山

陽
ふ

れ
あ

い
公

園
［

利
用

料
金

］
◦

プ
ー

ル
  高

校
生

以
上

…
…

400円
中

学
生

以
下

…
…

200円
◦

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
…

…
300円

※
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

の
ご

利
用

は
高

校
　

生
以

上
で

初
心

者
講

習
修

了
者

に
限

り
　

ま
す

。初
心

者
講

習
は

★
印

に
行

っ
て

い
　

ま
す

が
電

話
予

約
が

必
要

で
す

。
　

受
講

料
 400円

／
再

受
講

料
 300円

☎
955-4432

■
吉

井
B&

G
海

洋
セ

ン
タ

ー
［

利
用

料
金

］
◦

プ
ー

ル
 高

校
生

以
上

…
…

100円
中

学
生

以
下

…
…

…
50円

◦
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

…
…

100円
※

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
の

ご
利

用
は

高
校

　
生

以
上

で
す

。
☎

954-2323

14:00

〜16:00

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

18:30

〜20:30

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム

9:00

〜21:00
施設整備

施設整備

☆

☆

休館日

☆

☆

☆

☆

☆

★スポレク

休館日

☆

☆

☆

☆
休館日

☆

☆

☆

☆

☆

休館日

☆

☆

☆

☆

9:00

〜17:00

☆

☆

☆

☆

初
心

者
講

習
実

施
日

★

★

★

★

★

★

★

吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター

屋
　

内
プ

ー
ル

10:00

〜12:00

○

○

○

○

○

休館日

休館日

○

○

○

○

○

○

休館日

休館日

○

○

○

○

休館日

休館日
○

○

○

○

○

休館日

休館日

○

○

○

14:00

〜16:00

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

18:30

〜20:30

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム

9:00

〜21:00

☆

☆

☆

☆

休館日

休館日

☆

☆

☆

☆

休館日

休館日

☆

☆

☆

休館日

休館日

☆

☆

☆

☆

休館日

休館日

☆

☆

☆

9:00

〜17:00

☆

☆

☆

☆

☆

●
ス

ポ
レ

ク
フ

ェ
ス

テ
赤

磐
開

催
の

た
め

、①
9:30～

11:30 ②
12:00～

14:00に
な

り
ま

す
。こ

の
日

は
無

料
開

放
で

す
。①

の
時

間
で

は
水

中
健

康
　

教
室

を
同

時
に

開
催

し
ま

す
。ど

な
た

で
も

参
加

で
き

ま
す

。
★

ス
ポ

レ
ク

フ
ェ

ス
テ

赤
磐

開
催

の
た

め
、無

料
開

放
し

ま
す

。併
せ

て
、ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

見
学

や
簡

単
な

体
験

も
で

き
ま

す
。（

10：00〜
14：00）

㊩
吉

井
医

院
 ☎

955-5515
㊩

戸
川

クリ
ニ

ック
 ☎

957-3057
●

岩
藤

胃
腸

科
外

科
歯

科
クリ

ニ
ック

　
☎

952-1166
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

㊩
あ

か
い

わ
フ

ァ
ミ

リ
ー

ク
リ

ニ
ッ

ク
　

☎
955-9251

㊩
森

医
院

 ☎
957-2400

●
吉

井
外

科
医

院
 ☎

952-3331
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

19
20

21
22

23
24

25

26
27

28
29

30
31

11/1



康
健

Vol.

42

わ
た
し
の

あ
な
た
の

赤
磐
市
の

皆
さ
ん
、

こ
ん
に
ち
は
！

ダ
ス
テ
ィ
ン・ダ
イ
先
生
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最
近
、目
が
か
す
む
、シ
ョ
ボ
シ
ョ
ボ
す

る
、痛
み
や
充
血
が
あ
る
、肩
が
凝

る
、頭
痛
が
あ
る
な
ど
、気
に
な
る
症
状
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。こ
の
よ
う
な
症
状
が
あ

る
人
は
、疲
れ
目
の
サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

【
疲
れ
目
の
原
因
は
？
】

　

近
く
の
も
の
を
見
る
と
き
は
、目
の
周
り

の
筋
肉
が
収
縮
し
ま
す
。さ
ら
に
目
を
細
め

て
見
た
り
、手
元
が
暗
か
っ
た
り
す
る
と
、

筋
肉
が
収
縮
し
続
け
る
た
め
、目
は
疲
れ
や

す
く
な
り
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
ゲ
ー
ム
、読
書
な
ど
を
長
く

続
け
る
と
、眼
球
を
動
か
す
筋
肉
が
緊
張
し

ま
す
。ま
た
、ま
ば
た
き
の
回
数
が
減
る
と

眼
球
の
表
面
が
乾
燥
し
、ド
ラ
イ
ア
イ
の
状

態
に
な
り
ま
す
。特
に
夜
は
、自
律
神
経
の

作
用
で
涙
の
分
泌
量
が
減
る
た
め
、夜
更
か

し
を
し
て
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
・
パ
ソ
コ
ン
の

画
面
を
見
続
け
て
い
る
と
疲
れ
目
の
大
き

な
原
因
に
な
り
ま
す
。

【
疲
れ
目
の
予
防
法
】

①
目
を
休
め
ま
し
ょ
う
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
ゲ
ー
ム
、読
書
を
す
る
と

き
に
は
、一
時
間
ご
と
に
十
分
程
度
休
憩

を
し
ま
し
ょ
う
。

②
眼
球
を
動
か
す
筋
肉
を

　
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

数
秒
間
ギ
ュ
ッ
と
閉
じ
た
り
、目
を
上

下
左
右
に
動
か
し
て
運
動
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

③
部
屋
の
環
境
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

エ
ア
コ
ン
の
風
は
ド
ラ
イ
ア
イ
の
原
因

に
な
り
ま
す
。特
に
、暖
房
を
使
う
と
空

気
が
乾
燥
す
る
の
で
、加
湿
器
を
使
っ
た

り
、定
期
的
に
窓
を
開
け
た
り
す
る
な

ど
し
て
、空
気
の
入
れ
替
え
を
し
ま
し
ょ

う
。

④
パ
ソ
コ
ン
の
モ
ニ
タ
ー
を

　
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

　

モ
ニ
タ
ー
は
、や
や
見
下
ろ
す
位
置

（
水
平
視
線
か
ら
、
上
方
五
度
、
下
方

十
五
度
）が
理
想
で
す
。

　

ま
た
、モ
ニ
タ
ー
に
蛍
光
灯
や
外
光
が

映
り
込
む
と
見
づ
ら
く
な
る
の
で
、向
き

を
変
え
る
な
ど
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

　
疲
れ
目
の
サ
イ
ン
を
早
め
に
キ
ャ
ッ
チ

し
、し
っ
か
り
ケ
ア
を
し
ま
し
ょ
う
。

　今年も赤磐市へ新しい外国語指導助手（ＡＬＴ）がやって来ました。
　磐梨中学校へ赴任して２学期から教壇に立ち、生徒たちに生きた英語を教えて
います。また、熊山地域の小学校での英会話の補助や、地域の国際交流活動など
へも参加します。見かけたら気軽に「こんにちは！」と声をかけてください。

  Howdy! I am Dustin Dye, Iwanashi Junior High School’s new ALT. I am 
from Kansas City, Kansas, U.S.A. I majored in anthropology at the University 
of Kansas. I have visited Japan twice before for short vacations. This is my 
first time living in Japan. My hobbies include reading, writing and playing 
the guitar.
   I love Okayama and life in the inaka. I am looking forward to life in 
Okayama, learning Japanese and the Okayama dialect, making Japanese 
friends, experiencing Japanese culture, and visiting the old burial mounds 
and the historic spots in Akaiwa-shi !

　こんにちは！ 磐梨中学校の新しいＡＬＴのダスティン･ダイです。アメリカ合衆国の
カンザス州にあるカンザスシティーの出身です。私は、カンザス大学で文化
人類学を専攻しました。今までに休暇で２回日本を訪れたことがありますが、
日本で生活するのはこれが初めてです。私の趣味は、読書、文章を書くこと
と、ギターを弾くことです。
　私は岡山と田舎での生活が大好きです。岡山での生活、日本語や岡山弁
を学ぶこと、日本人の友人をつくること、日本文化を体験すること、そして赤磐
市の古墳や史跡を訪れることを楽しみにしています！

新 A L T 紹 介
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市 政 だ よ り
nformation

「
市
長
に
私
の
意
見
を

　
　
　
　
聴
い
て
ほ
し
い
！
」と
い
う
あ
な
た

◆
巡
回
市
長
対
話
室

　

グ
ル
ー
プ・団
体
か
ら
テ
ー
マ
を

決
め
て
お
話
し
を
お
聴
き
し
ま

す
。

★
吉
井
地
域

【
開
催
日
時
】

　

十
一月
六
日（
木
）

　

※
時
間
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
場
　
所
】

　

吉
井
地
域
内

【
申
込
締
め
切
り
】

　

十
月
十
七
日（
金
）ま
で

★
熊
山
地
域

【
開
催
日
時
】

　

十
一月
十
三
日（
木
）

　

※
時
間
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
場
　
所
】

　

熊
山
地
域
内

【
申
込
締
め
切
り
】

　

十
月
二
十
四
日（
金
）ま
で

◆
市
長
室
で

　
い
き
い
き
ト
ー
キ
ン
グ

　

市
長
室
で
個
人
、も
し
く
は
小

グ
ル
ー
プ（
五
人
以
内
）の
ご
意
見

を
お
聴
き
し
ま
す
。

【
開
催
日
時
】

　

十
月
二
十
一日（
火
）、

　

十
一月
十
八
日（
火
）

　

■
一
回
に
つ
き
四
人

　
　
（
グ
ル
ー
プ
）ま
で

　

■
対
話
時
間（
二
十
分
間
）

　
　

午
後
五
時
～
六
時
五
十
分

【
場
　
所
】

　

本
庁
二
階 

市
長
室

【
申
込
期
間
】

　

開
催
日
の
二
週
間
前
ま
で

　
市
長
と
市
民
が
市
政
に
つ
い
て
お
話
し
す
る
機
会
を
設
け
ま

す
。対
象
は
市
内
在
勤
・
在
住
者
で
す
。内
容
は
市
政
に
関
す
る
こ

と
に
限
定
し
ま
す
。

　
■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
　

○
本
庁
秘
書
課
公
聴
広
報
係　

☎（
９
５
５
）４
７
７
０

　
　

○
赤
坂
支
所
市
民
生
活
課　

☎（
９
５
７
）２
２
２
６

　
　

○
熊
山
支
所
市
民
生
活
課　

☎（
９
９
５
）１
２
１
１

　
　

○
吉
井
支
所
市
民
生
活
課　

☎（
９
５
４
）１
１
１
１

頑張る地方応援プログラムに取り組んでいます！

①地域経営改革プロジェクト
【成果目標（主なもの）】※以下の欄も同じ
○予算／平成21年度末までに平成18年度当初予算と比較して一般財源ベースで18億円程度の歳出削減
○公聴事業（巡回市長対話室）／平成18年度 ： 6団体 ⇒ 平成21年度 ： 8団体
【プロジェクトを構成する具体の事業（主なもの）】※以下の欄も同じ
○行財政改革の推進、事務事業評価制度の導入、収納率向上対策、公聴事業、学校給食センター統合事業
②少子化対策プロジェクト
○地域子育て支援拠点設置数／平成18年度 ： 2施設 ⇒ 平成21年度 ： 5施設
○放課後子ども教室の対象地域／平成19年度 ： 5小学校地域 ⇒ 平成21年 ： 全小学校地域
○乳幼児等医療給付事業、子育て支援事業、3歳児教育の充実、放課後子ども教室推進事業
③定住促進プロジェクト
○市内事業所数／平成18年度 ： 102社 ⇒ 平成27年度 ： 106社
○分譲宅地売却率／平成18年度 ： 28.6㌫（18戸） ⇒ 平成27年度 ： 43.1㌫（27戸）
○企業立地奨励金の交付、定住奨励金の交付、起業家の支援
④まちなか再生プロジェクト
○市が運行するバスの利用者数／平成18年度 ： 40,800人 ⇒ 平成23年度 ： 43,000人
○JR熊山駅の乗降客数／平成18年度 ： 1,483人/日 ⇒ 平成27年度　1,600人/日
○特定路線バス運行維持事業、市民バス運行事業、福祉タクシー事業、熊山駅前開発事業
⑤安心・安全なまちづくりプロジェクト
○交通事故発生件数（年間）／平成18年度 ： 1,165件 ⇒ 平成21年度 ： 990件
○耐震補強未実施の学校施設数／平成18年度 ： 31棟 ⇒ 平成28年度 ： 0棟
○交通安全対策事業、防犯活動団体支援事業、青色防犯パトロール車の配備、学校施設耐震補強事業

◆「頑張る地方応援プログラム」とは？
　総務省では、やる気のある地方が自由に独自の施策を展開することにより、｢魅力ある地方｣に生まれ変わるよう、地方独
自のプロジェクトを自ら考え、前向きに取り組む地方自治体に対し、地方交付税などの支援措置を講じる「頑張る地方応援プ
ログラム」を平成19年度からスタートさせています。赤磐市でも五つのプロジェクトを策定し、具体的な成果目標を定め、本プ
ログラムに取り組んでいます。

◆市のプロジェクト（平成20年度更新分）

　※詳細は、市のホームページでご覧になるか、担当課へお問い合わせください。

◆問い合わせ先　本庁企画課 ☎955-2692



医療機関名 住　　所 電話番号 予約
赤磐医師会病院 下市187-1 955-6688 ○
あかいわファミリークリニック 河本1143 955-9251

あまの耳鼻咽喉科医院 日古木795-1 955-8191

うえの内科小児科医院 桜が丘西4丁目1-11 956-0505

おおくま皮ふ科医院 岩田3-1 955-8812 ○
梶原内科医院 桜が丘西7丁目15-31 955-3750

小坂内科医院 山陽4丁目13-3 955-3344

桜が丘クリニック 桜が丘西6丁目3-13 955-8025

幸ヶ峯クリニック 長尾15 955-0815 ○
山陽クリニック 上市141-1 955-7111

戸田小児科医院 山陽7丁目4-2 955-3121 ○
ふよう内科クリニック 西中1188-1 955-7110

マスカット整形外科医院 穂崎851-1 086-229-2611 ○
三島内科医院 西中783-1 955-5311 ○
山本クリニック 五日市245-4 955-8868

吉井医院　　　　　 山陽1丁目4-6 955-5515

越宗医院　　　　　 西窪田523-1 957-3035

桜井内科 山口160-3 957-3012 ○
戸川クリニック 西軽部211-1 957-3057

道満医院　　　　　 町苅田920 957-2111

森医院　　　　 惣分28 957-2400

市立赤磐市民病院 松木633-1 995-1251

景山医院　　　　　 河田原1-4 995-2299

さくら整形クリニック 桜が丘東4-4-471 995-9720

井上内科　　　　　 周匝728-1 954-1902 ○
市国民健康保険佐伯北診療所 塩木14 954-2032

市国民健康保険是里診療所 是里3121-1 954-0183

吉田医院　　　　　 周匝1026-5 954-0202

米井医院　　　　　 周匝1452-1 954-0550

森医院仁美診療所 仁堀中1684-1 958-2011

■インフルエンザ予防接種　赤磐市内委託医療機関一覧表

※「○」は予約必要
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熊
山
支
所
育
児
相
談

日　

時　

十
月
二
十
八
日（
火
）

　

午
前
十
時
～
十
一時

場　

所　

熊
山
保
健
福
祉
総
合

情報ボックス内でお知らせする
市役所関係の電話番号は下記
のとおりです。

［本庁代表］☎955-1111
　◦市民課人権・男女共同参画係
　　☎955-1114
　◦市民課国保年金係
　　☎955-1113
　◦環境課
　　☎955-5347
　◦健康増進課
　　☎955-1117
　◦介護保険課
　　☎955-1116
　◦社会福祉課
　　☎955-1115
　◦産業振興課
　　☎955-6174
　◦建設課都市計画係
　　☎955-1487

［赤坂支所代表］☎957-2222
　◦市民生活課
　　☎957-4821
　◦健康福祉課
　　☎957-4822
　◦産業建設課
　　☎957-4824

［熊山支所代表］☎995-1211
　◦市民生活課
　　☎995-1214
　◦健康福祉課
　　☎995-1293
　◦産業建設課
　　☎995-1217

［吉井支所代表］☎954-1111
　◦市民生活課
　　☎954-1183
　◦健康福祉課
　　☎954-1374
　◦産業建設課
　　☎954-1319

［教育委員会］
　◦学校教育課
　　☎955-0972

［消防本部］☎955-2244
　◦警防課救急係
　　☎955-2254

［赤磐市民病院］☎995-1251

　
高
齢
者
の

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

種
の
時
期
が
き
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
か
ら
の
健
康
管
理
に

加
え
て
、予
防
接
種
も
有
効
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

接
種
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、市
が
行
う
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
希
望
す
る
場
合

は
、費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

予
防
接
種
対
象
者

　

予
防
接
種
日
に

①
赤
磐
市
内
に
住
所
を
有
し
、

満
六
十
五
歳
以
上
の
人

②
赤
磐
市
内
に
住
所
を
有
し
、

満
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未

満
の
人
で
、心
臓
、じ
ん
臓
ま

た
は
呼
吸
器
の
機
能
障
害
や

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
免
疫
の
機
能
障
害
が
あ

る
人

持
参
品

　

住
所
お
よ
び
年
齢
の
確
認
が

で
き
る
も
の（
健
康
保
険
証
、運

転
免
許
証
な
ど
）

※
対
象
者
②
の
人
に
つ
い
て
は
、

疾
病
に
関
す
る
医
師
の
診
断

書
ま
た
は
身
体
障
害
者
手
帳

の
写
し
な
ど
対
象
者
で
あ
る

こ
と
を
証
明
す
る
も
の
が
必

要
で
す
。

実
施
期
間　

　

十
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年

一
月
三
十
一
日
ま
で

※
冬
季
の
流
行
に
備
え
、早
め

　

に
受
け
ま
し
ょ
う
。

自
己
負
担
額　

千
八
百
円

※
生
活
保
護
費
を
受
給
し
て
い

　

い
る
人
は
無
料
で
接
種
で
き

　

ま
す
。事
前
に
問
い
合
わ
せ

　

先
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

　

い
。

接
種
回
数　
一
回

　

委
託
医
療
機
関

　

市
が
委
託
し
て
い
る
医
療
機

関
は
右
表
の
と
お
り
で
す
。赤

磐
市
以
外
の
県
内
協
力
医
療
機

関
で
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
健
康
増
進
課

　
（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
）

◦
各
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係

健
康
福
祉



●日　時…11月23日（日）
●場　所…片鉄ロマン街道
●構成市町
　岡山県・備前市・赤磐市・和気町・美咲町

観光博士チャレンジに参加して特産品をGET！
（備前市、赤磐市、和気町、美咲町の観光、文化、産業に
関する問題を出題。高得点者から順次特産品を発送。
問題数は全部で20問。君は何問解けるかな？）
※参加申し込みは、赤磐市産業振興課および各支所
　産業建設課にある募集要項、または「赤磐市ホーム
　ページ」をご覧ください。

片鉄ロマン街道ウォーク
5周年記念

参 加 者 募 集

耳
を
澄
ま
せ
ば
、聞
こ
え
て
く
る
…

あ
な
た
も
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か

晩
秋
の
東
備
路

幼稚園および小・中学校の学校（園）
選択制について

　赤磐市では、現在指定されている学校（園）よりも
自宅から近い学校（園）がある場合は、どちらかの学
校（園）を選択できます。

【対象者】
　平成21年度に赤磐市内の幼稚園、小・中学校
へ新入園・新入学の幼児・児童・生徒で、現在指
定されている学校（園）より自宅から近い学校（園）
がある人。ただし、転入や転居の場合は随時対象
となります。

【申　請】
　11月下旬に幼稚園・学校などを通じて実施要項
と申請書を配布しますので、希望者は要項に従い
申請してください。だだし、配布される地区内でも
対象にならない場合があることをご了承ください。

【その他】
　10月下旬から11月下旬にかけて学校（園）公開
を実施します。詳しい日程については各幼稚園・
各小中学校または下記へお問い合せください。

【問い合わせ先】
　教育委員会　学校教育課
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な
ど

　
〈
講　

師
〉

　
　

助
産
院
ミ
ン
ト
ハ
ウ
ス

　
　

東
森
二
三
子　

助
産
師

②
回
目

◦
お
産・育
児
に
向
け
て

　
（
保
健
師
と
と
も
に
）

◦
栄
養
に
つ
い
て

　
（
栄
養
士
の
指
導
と
試
食
）

申
し
込
み
先

◦
本
庁
健
康
増
進
課
お
よ
び

　

各
支
所
健
康
福
祉
課

す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。受
講
希
望
者
は
、お
住
ま
い

の
地
域
へ
事
前
に
申
し
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

日　

時

①
十
一
月
七
日(

金)

②
十
一
月
二
十
八
日(

金)

　

午
前
九
時
三
十
分
～

　

十
一
時
三
十
分

　
（
受
付
九
時
十
五
分
～)

場　

所　

熊
山
保
健
福
祉
総
合

　

セ
ン
タ
ー・研
修
室

持
参
品　

母
子
健
康
手
帳

内　

容

①
回
目

　
「
講
話
と
座
談
会
」

　

妊
娠
中
・
お
産
・
産
後
の
こ
と

　

セ
ン
タ
ー

対
象
児　

熊
山
地
域
の
乳
幼
児

持
参
品　

母
子
健
康
手
帳

内　

容　

身
体
計
測
・
育
児
相

　

談・栄
養
相
談

問
い
合
わ
せ
先　

◦
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課

　
離
乳
食
講
習
会

　

離
乳
食
づ
く
り
の
基
礎
を
勉

強
し
ま
す
。（
要
予
約
）

日　

時　

十
月
十
六
日（
木
）

　

午
前
十
時
～
十
一
時
三
十
分

場　

所　

熊
山
保
健
福
祉
総
合

　

セ
ン
タ
ー・調
理
室

対
象
者　

四
カ
月
か
ら
一
歳
五

　

カ
月
児
の
保
護
者（
託
児
有
）

定　

員　

先
着
十
五
人

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾

申
し
込
み
先

◦
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課

　

ポ
リ
オ
の
予
防
接
種

　

十
・十
一
月
は
ポ
リ
オ
の
予
防

接
種
期
間
で
す
。

　

生
後
三
カ
月
か
ら
九
十
カ
月

未
満
の
乳
幼
児
が
対
象
で
す
。

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
に
は
、三
つ
の

タ
イ
プ
の
型
が
あ
り
ま
す
。一

回
受
け
る
だ
け
で
は
一
つ
か
二

つ
の
型
だ
け
に
対
す
る
抵
抗
力

し
か
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。二
回
受
け
て
、き
ち
ん
と
抵

抗
力
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。医
療
機
関
に
予
約
し
て
受

け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
健
康
増
進
課（
山
陽
保

　

健
セ
ン
タ
ー
）お
よ
び
各
支

　

所
健
康
福
祉
課
保
健
係

　
母
親
学
級
開
催

　　

妊
婦
さ
ん
を
対
象
に
母
親
学

級
を
開
催
し
ま
す
。市
内
の
妊

婦
さ
ん
と
知
り
合
え
る
機
会
で



日　　時 場　　所 相談内容 問い合わせ先

山　

陽　

地　

域

10月9日（木）
午後1時～4時

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

【無料法律】
（１人３０分）
岡山弁護士会所属弁護士
奥田哲也・賀川進太郎
※要予約

【人権】【無料法律】
本庁市民課
☎955-1114

【行政】【消費生活相談】
協働推進室
☎955-4783 

【心配ごと】
社会福祉協議会山陽支所
☎955-8877

10月15日（水）
午後1時～4時

本庁２階
第１会議室

【人権】【行政】
【消費生活相談】
※すべて予約制

10月15日（水）
午後1時～3時

山陽総合福祉センター
１階相談室 【心配ごと】

赤
坂
地
域

10月22日（水）
午前10時～午後3時
※心配ごと相談は
午後1時～午後3時

赤坂健康管理
センター

【人権】【行政】
【心配ごと】

【人権】【行政】
赤坂支所市民生活課
☎957-4821

【心配ごと】
社会福祉協議会赤坂支所
☎957-2334

熊
山
地
域

10月3日（金）
午前10時～正午

熊山保健福祉
総合センター

【人権】【行政】 【人権】【行政】
熊山支所市民生活課
☎995-1214

【障害者】
熊山支所保健福祉課
☎995-1293

【心配ごと】
社会福祉協議会熊山支所
　☎995-2336

10月17日（金）
午後1時～3時

【人権】【行政】
【障害者】
【心配ごと】

吉　

井　

地　

域

１０月１５日（水）
午後１時～３時
※無料法律相談は
午前10時～午後３時

吉井会館農事実習室

【人権】【行政】
【無料法律】
岡山弁護士会所属弁護士
平松敏男
※要予約

【身体障害】【知的障害】
【心配ごと】

【人権】【行政】【無料法律】
吉井支所市民生活課
☎954-1183

【身体障害】【知的障害】
吉井支所健康福祉課
☎954-1374

【心配ごと】
社会福祉協議会吉井支所
☎954-2533

市
内
い
ず
れ
の
地
域
で
も
各
相
談
は
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。
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　｢

社
会
保
険
料（
国
民
年
金

　
保
険
料
）控
除
証
明
書｣

が

　
発
行
さ
れ
ま
す
！

　　

国
民
年
金
保
険
料
は
、そ
の

年
の
一
月
一日
か
ら
十
二
月
三
十
一

日
ま
で
に
納
付
し
た
全
額
が
、

所
得
税
お
よ
び
住
民
税
の
申
告

で
、社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
一
月
一
日
か
ら
九

月
三
十
日
ま
で
の
間
に
納
付
さ

れ
た
人
に
つ
い
て
は
十
一月
上
旬

に
、ま
た
、十
月
一
日
か
ら
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
今
年

は
じ
め
て
納
付
さ
れ
た
人
に

つ
い
て
は
来
年
の
二
月
上
旬
に

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保

険
料
）控
除
証
明
書
」が
社
会

保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

ら
れ
る
時
に
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、ご
本

人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、一
緒

に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
は
、控
除
証
明

書
の
ハ
ガ
キ
に
表
示
さ
れ
て
い

る
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
救
命
講
習
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　
救
命
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
‼

　

大
切
な
人
・
大
切
な
命
を
守

る
た
め
に
、適
切
な
応
急
手
当

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
せ

ん
か
。年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ

ん
。奮
っ
て
の
受
講
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日　

時　

十
月
二
十
六
日（
日
）

　

午
前
九
時
～
正
午

場　

所　

赤
磐
市
消
防
本
部

受
講
人
数　

十
人
程
度

申
込
期
限　

十
月
十
日（
金
）

参
加
費
用　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

◦
消
防
本
部
警
防
課
救
急
係

　
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
に

　
係
る
補
助
制
度
を
ス
タ
ー
ト

　

耐
震
性
が
十
分
で
な
い
木
造

住
宅
の
耐
震
改
修
を
促
進
す
る

た
め
、一
定
の
要
件
を
満
た
す
木

国
保
・
年
金

募

集

相

談



秋の一日を楽しみましょう。
皆さんのお越しをお待ちしております。

【日　時】11月3日（祝・月） 午前9時～午後3時
　　　　※少雨決行

【場　所】赤坂ファミリー公園多目的広場
【催し物】郷土芸能の発表・歌謡ショー・
　　　　地域特産品の販売など

【駐車場】赤坂中学校グラウンド・軽部小学校グラウンド
【問い合わせ先】本庁産業振興課
　※詳しくは、新聞折り込みで配布するチラシをご
　　覧ください。

「あかいわ祭り」模擬店出店募集
【予定募集数】
　予定募集団体数：35団体（テント数35張）

【申込方法】
　本庁産業振興課および各支所産業建設課に備
えつけの『平成20年度「あかいわ祭り」出店申込
書』によりお申し込みください。

【応募対象】
　市内の団体・グループ
　（事業者およびフリーマーケットを除く）
　※なお、出店者多数の場合は抽選とさせていた
　　だきます。

【申込期限】10月10日（金）

総件数 人身
件数

死亡
者数

重傷
者数

軽傷
者数

物損
件数

20年8月中 86 26 0 2 33 60
19年8月中 82 17 0 0 27 65
増          減 +4 +9 ±0 +2 +6 -5
20年8月末 706 202 0 20 267 504
19年8月末 755 215 2 23 269 540
増          減 -49 -13 -2 -3 -2 -36

■平成20年赤磐市交通事故発生状況（8月）

火　　災　　別
計

救　　急　　別
計

建物 林野 車両 その他 交通 急病 一般 その他

本署 0
（4）

0
（3）

0
（0）

0
（3）

0
（10）

12
（71）

43
（391）

14
（84）

17
（121）

86
（667）

東出
張所

0
（1）

0
（0）

0
（0）

2
（6）

2
（7）

4
（29）

21
（138）

1
（29）

5
（33）

31
（229）

北出
張所

2
（3）

0
（1）

0
（0）

0
（4）

2
（8）

2
（16）

12
（101）

4
（28）

1
（9）

19
（154）

計 2
（8）

0
（4）

0
（0）

2
（13）

4
（25）

18
（116）

76
（630）

19
（141）

23
（163）

136
（1050）

■平成20年赤磐市火災・救急発生状況（8月）

※（　）にあっては平成20年の累計を示す

赤磐警察署の電話番号が変わります。
　　　952-0029　➡　952-0110（10月1日から）

あ か いわ 祭 り
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造
住
宅
の
耐
震
化
工
事
に
対
し

て
、費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制

度
を
創
設
し
ま
し
た
。

耐
震
化
工
事
の
定
義

　

耐
震
診
断
な
ど
の
結
果
に
よ

り
、倒
壊
の
危
険
性
が
あ
る
と

判
断
さ
れ
た
既
存
の
木
造
住
宅

の
耐
震
改
修
工
事
ま
た
は
建
て

替
え
工
事
。

補
助
の
要
件

①
市
内
に
存
す
る
民
間
の
も
の

で
あ
る
こ
と
。

②
昭
和
五
十
六
年
五
月
三
十
一

日
以
前
に
工
事
着
手
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
。

③
地
上
階
数
が
二
以
下
の
も
の

で
あ
る
こ
と
。

④
収
入
分
位
四
十
㌫
以
下
の
も

の
で
あ
る
こ
と
。

※
収
入
分
位
四
十
㌫
以
下
と

は
、公
営
住
宅
法
施
行
令
第
一

条
第
三
号
に
規
定
す
る
収
入

が
月
額
二
十
一
万
四
千
円
以

下
の
世
帯
で
す
。た
だ
し
、平

成
二
十
年
度
に
限
り
、月
額

二
十
六
万
八
千
円
以
下
の
世

帯
と
な
り
ま
す
。

補
助
金
の
額

　

耐
震
化
工
事
に
要
す
る
経
費

の
二
十
三
㌫
以
内
。た
だ
し
、補

助
金
の
上
限
を
三
十
万
円
と
し

ま
す
。

本
年
度
の
受
付
開
始
の
時
期

　

十
月
一
日（
水
）

※
本
年
度
中
に
耐
震
化
工
事
の

完
了
が
、確
実
に
見
込
ま
れ

る
も
の
に
限
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ・受
け
付
け
先

◦
本
庁
建
設
課
都
市
計
画
係

　

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

　
参
加
者
大
募
集

　

赤
磐
市
結
婚
推
進
協
議
会
で

は
、和
気
町
と
合
同
で
カ
ッ
プ
リ

ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
い
ま
す
。

　

出
会
い
を
求
め
て
い
る
独
身

男
女
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日　

時　

十
一
月
十
六
日（
日
）

　

午
前
十
時
～
午
後
三
時
ご
ろ

　
（
受
付
／
午
前
九
時
三
十
分
～
）

場　

所　

和
気
鵜
飼
谷
温
泉

対　

象　

独
身
男
女
各
二
十
人

　
（
男
性
は
赤
磐
市・和
気
町
に

　

在
住
ま
た
は
在
勤
者
に
限
り

　

ま
す
）

参
加
費　

二
千
円

申
込
期
限

　

十
月
二
十
四
日（
金
）

　
〈
先
着
順
〉

申
込
方
法

　
「
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
連

絡
先
」を
明
記
の
上
封
書（
メ
ー

ル
可
）で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先

　

〒
７
０
１
―
２
５
９
５

　

赤
磐
市
周
匝
一三
六

　

吉
井
支
所
産
業
建
設
課

　

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
係

　

E-mail  y-sangyo@city.akaiwa.lg.jp

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
産
業
振
興
課
お
よ
び

　

各
支
所
産
業
建
設
課



▼
投
票
で
き
る
人

　

昭
和
六
十
三
年
十
月
二
十
七
日
ま
で
に
生
ま

れ
、平
成
二
十
年
七
月
八
日
以
前
か
ら
引
き
続
き

赤
磐
市
に
住
所
が
有
り
、基
準
日（
十
月
八
日
）に

引
き
続
き
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る

人
で
す
。

▼
持
参
す
る
も
の

　

投
票
所
入
場
券
が
な
く
て
も
、選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
が
、お
手
元

に
投
票
所
入
場
券
が
あ
る
人
は
、必
ず
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

▼
期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
の
た
め
、投
票
所

に
行
っ
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、期

日
前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
期
間
お
よ
び
時
間

　

十
月
十
日（
金
）～
十
月
二
十
五
日（
土
）

　

午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
八
時
ま
で

②
期
日
前
投
票
場
所〔
対
象
区
域
〕

　

○
赤
磐
市
役
所〔
市
内
全
域
の
人
〕

　

○
赤
坂
支
所〔
旧
赤
坂
町
区
域
の
人
〕

　

○
熊
山
支
所〔
旧
熊
山
町
区
域
の
人
〕

　

○
吉
井
支
所〔
旧
吉
井
町
区
域
の
人
〕

　

※
赤
磐
市
役
所
の
期
日
前
投
票
所
の
場
所
が

　
　

変
わ
り
ま
し
た（
下
図
参
照
）。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　

　
赤
磐
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
☎（
９
５
５
）４
７
８
２

下
水
道
課

協
働
推
進
室

環
境
課

協
働
推
進
室

環
境
課

建
設
課

社
会
福
祉
課

市
民
課

税
務
課

市民コーナー

EV

介
護

保
険
課

産
業

振
興
課

水
道
課

会
計
課

▲
正面玄関

▲
中央通用口

西通用口▶

赤磐市役所期日前投票所
（旧中央図書館内）

岡
山
県
知
事
選
挙

投
票
日
は
十
月
二
十
六
日（
日
）
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農
業
振
興
地
域

　
農
用
地
か
ら
の
除
外

　　

農
用
地
区
域
内
の
土
地
は
、

農
業
上
の
利
用
を
確
保
す
る
た

め
、原
則
と
し
て
宅
地
な
ど
へ

の
農
地
転
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

や
む
を
得
ず
農
地
な
ど
を
転
用

す
る
場
合
は
、農
地
法
に
基
づ

く
農
地
転
用
許
可
に
先
立
ち
、

事
前
に
そ
の
土
地
を
農
用
地
区

域
か
ら
除
外
す
る
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

除
外
を
要
望
さ
れ
る
場
合

は
、次
の
条
件
を
全
て
満
た
し

て
く
だ
さ
い
。

①
農
用
地
区
域
外
に
代
替
す
べ

き
土
地
が
な
い
。

②
変
更
後
の
農
用
地
区
域
の
利

用
上
の
支
障
が
軽
微
で
あ

る
。

③
変
更
後
の
農
用
地
区
域
の
集

団
性
が
保
た
れ
る
。

④
変
更
後
、土
地
利
用
の
混
在

が
生
じ
な
い
。

⑤
基
盤
整
備
事
業
の
完
了
後
八

年
以
上
経
過
し
た
区
域
で
あ

る
。

⑥
転
用
計
画
実
現
の
見
込
み
が

確
実
で
あ
る
。

※
他
法
令
の
許
可
な
ど
を
見

込
め
な
い
転
用
計
画
で
の
申

し
出
は
受
理
で
き
ま
せ
ん
。

除
外
申
出
書
受
付
期
間

　

十
月
一
日
～
十
月
三
十
一
日

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
産
業
振
興
課
お
よ
び

　

各
支
所
産
業
建
設
課

※
申
し
出
が
あ
っ
た
土
地
に
つ

　

い
て
は
縦
覧
で
き
ま
す
。

　
一
人
で
も
雇
っ
た
ら
、

　
必
ず
入
る
も
の
。

　
そ
れ
は『
労
働
保
険
』で
す
！

　

労
働
保
険
の
加
入
は
お
済
み

で
す
か
。十
月
一
日
か
ら
三
十
一

日
は
、労
働
保
険
適
用
促
進
月

間
で
す
。

　

従
業
員
を
一
人
で
も
雇
用
さ

れ
て
い
る
事
業
主
は
、労
働
保
険

（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）に
加

入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
法
律

で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

加
入
手
続
き
を
行
っ
て
い
な
い

事
業
主
は
、今
す
ぐ
加
入
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、労
働
保
険
の
事
務
処

理
を
代
行
し
て
行
う
労
働
保
険

事
務
組
合
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ



　最近、地球温暖化や資源の枯渇、O-157や鳥イン
フルエンザなどさまざまな環境問題が生じ、次世代
への影響が大変心配されています。次の世代に住み
よい生活環境を残し、引き継ぐためには私たちにどう
いった取り組みができるでしょうか。
　例えば身近な取り組みとして、買い物にはマイバッ
グ・マイ風呂敷を持参し、レジ袋を断ることから始め
ませんか。岡山県では昨年度にマイバッグ持参率の
アンケートを行っていますが、調査数3,569のうち、

「いつもマイバッグを持参している」が29㌫、また、
レジ袋が有料化された場合、「マイバッグを持参す
る」が84㌫に上っています。
　スーパーやコンビニなどでレジ袋を断り、マイバ
ッグやマイ風呂敷を使うことは誰でも簡単にできま
す。また、一人が始めれば家族や友人といったように
周りに広がっていきます。レジ袋の削減だけだとささ
やかに見えますが、そこから①過剰包装を断る②ス
トロー・スプーン・割ばしを断る③詰め替え商品を選
ぶ、といったようにいろんなごみ減量にもなります。
　モノを作ったり、使った後にごみとして燃やしたり
すれば、それだけ二酸化炭素（CO２）が排出されて、
地球温暖化がますます加速されます。ごみを減らす
基本はごみになるものを買わない、もらわないことで
す。まずはマイバッグ・マイ風呂敷の利用から始めま
しょう。

みんなで
考えようリサイクルみんなで
考えようリサイクル

レジ袋からマイバッグ・マイ風呂敷へ11

日本全体では1年間に消費され
るレジ袋は、なんと305億枚、石
油換算で60万㌔㍑、大型石油タ
ンカー2隻分にもなるんだって。

岡山県で1年間に消費されるレジ
袋は5億8600万枚、石油換算で
11,720㌔㍑、ドラム缶で58,600
本になるんだよ。

　赤磐市および赤磐市男女共同参画団体ネット
ワークでは、『男女共同参画セミナー』のうち、次
の講義を公開講座とし、参加者を募集します。

  家庭で役立つ優しい介護

●講　師／河原弥生さん、江里美代子さん
　（日本赤十字社岡山県支部  赤十字家庭看護法指導員）
●日　時／10月17日（金） 午後1時30分～3時
※タオル2枚、レジ袋2枚をご持参ください。
　また、動きやすい服装でご参加をお願いします。
   
  協働参画によるまちづくり 

●講　師／徳田恭子さん
　（ＮＰＯ法人 まちづくり推進機構 理事）
●日　時／11月6日（木） 午後1時30分～3時

●会　場／本庁2階大会議室
●参加費／無料
●申込方法／各回の開催日、3日前まで受け付
　けます。（電話申込可）
●問い合わせ・申し込み先／本庁市民課 

男女共同参画セミナー

公開講座参加者募集
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問
い
合
わ
せ
先

◦
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
和
気

　

☎
０
８
６
９(

９
３
）１
１
９
１

　
行
政
相
談
週
間
を

　
ご
存
知
で
す
か
？

　

十
月
二
十
日
（
月
）
か
ら

二
十
六
日（
日
）ま
で
の
一
週
間

は「
行
政
相
談
週
間
」で
す
。

　

総
務
省
岡
山
行
政
評
価
事
務

所
で
は
、「
行
政
相
談
」と
し
て
、

国
な
ど
の
仕
事
に
関
す
る
苦
情

や
要
望
、そ
の
ほ
か
分
か
ら
な

い
こ
と
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

　

相
談
の
内
容
は
、道
路
、河

川
、年
金
、雇
用・労
災
保
険
、福

祉
、窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど
役
所

が
行
っ
て
い
る
仕
事
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、ど
ん
な
小
さ
な

こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

総
務
省
岡
山
行
政
評
価
事
務

所
で
は
、年
間
を
通
じ
て
相
談

を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

相
談
先

◦
行
政
苦
情
一一
〇
番

　

☎
０
８
６(

２
２
４)

１
１
０
０

　

０
８
６(

２
２
１)

５
６
６
１

　

赤
磐
市
担
当
の
行
政
相
談
委

員
は
、定
期
的
に
相
談
所
を
開

設
し
て
い
ま
す
の
で
、詳
し
く
は

本
庁
協
働
推
進
室
、各
支
所
市

民
生
活
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◦
山
陽
地
域
行
政
相
談
委
員

　

岩
同　

潔

◦
赤
坂
地
域
行
政
相
談
委
員

　

常
安　

克
之

◦
熊
山
地
域
行
政
相
談
委
員

　

難
波　

芳
美

◦
吉
井
地
域
行
政
相
談
委
員

　

杉
本　

宗
義
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このコーナーでは、
皆さんからの投稿を
お待ちしています。

秘書課公聴広報係  ☎955-4770

　

地
域
資
源
を
生
か
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
課
題

の
解
決
を
試
み
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ビ
ジ
ネ
ス
。

そ
の
基
礎
的
な
手
法
を
学
ぶ
岡
山
県
主
催
の

無
料
講
座
で
す
。

【
日　
程
】

○
第
一
回 

　

十
一
月
八
日（
土
）

　

午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
四
時
四
十
五
分

○
第
二
回

　

十
一
月
二
十
二
日（
土
）

　

午
後
一
時
～
午
後
七
時
三
十
分

【
会　
場
】　

　
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ

　

岡
山
市
南
方（
旧
国
立
病
院
跡
）

　

こ
の
ま
つ
り
で
は
、地
域
の
特
産
品
で
あ
る「
こ
れ
里
ワ
イ
ン
」

を
県
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、都
市
生
活
者
と
農
村
と
の
交
流
の

場
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、多
く
の
ワ
イ
ン
愛
好
家

で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　

当
日
は
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
ワ
イ
ン
の
飲
み
放
題
、各
テ
ン
ト
村

で
は
新
酒（
キ
ャ
ン
ベ
ル
）の
販
売
や
地
域
特
産
品
の
販
売
、ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
歌
謡
シ
ョ
ー
や
郷
土
芸
能
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま

す
。秋
の
一
日
、お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
日　
時
】十
一
月
二
十
三
日（
日
）　

正
午
～〈
雨
天
決
行
〉

【
場　
所
】赤
磐
市
是
里
農
村
公
園

【
前
売
券
】四
千
円〔
当
日
券
四
千
五
百
円
〕

　
（
肉
・
野
菜
・ワ
イ
ン・パ
ン
の
セ
ッ
ト
付
）

　

吉
井
支
所
駐
車
場
よ
り
無
料
送
迎
バ
ス
運
行

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
こ
れ
里
ワ
イ
ン
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　

吉
井
支
所
産
業
建
設
課

【
定　
員
】

○
第
一
回　

十
五
人

○
第
二
回　
三
十
人

【
参
加
費
】無
料

【
参
加
受
付
】電
話･

Ｆ
Ａ
Ｘ・メ
ー
ル

【
締
切
日
】十
月
二
十
七
日（
月
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先
】

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　

岡
山
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
６（
２
２
４
）０
９
９
５

　

０
８
６（
２
３
３
）１
７
３
２

　

e-m
ail　

npokayam
a@

gm
ail.com

ゆ
り
か
ご
へ
命
吹
き
込
む
若
葉
風

人
生
は
雑
魚
は
ざ
こ
な
り
気
を
遣
い

尾
が
取
れ
た
日
か
ら
蛙
の
名
を
も
ら
い

蛙
の
子
欲
は
言
わ
な
い
参
観
日

限
界
を
知
っ
て
も
弱
音
吐
か
ぬ
母

百
貨
店
財
布
の
中
身
が
一
寸
待
て

背
を
し
ゃ
ん
と
伸
ば
せ
と
影
に
叱
ら
れ
る

菓
子
箱
と
妻
を
見
な
が
ら
血
糖
値

元
の
場
へ
も
ど
し
て
帰
る
空
財
布

臨
月
へ
編
棒
せ
わ
し
な
く
進
む

雨
上
り
相
合
傘
が
ま
だ
続
く

凸
凹
を
越
え
て
掴
ん
だ
笑
い
声

岩
藤
　
孔
明

大
口
　
寸
美
子

岡
本
　
淳
子

草
野
　
淑
子

谷
井
　
妣
榔
子

堤
　
　
た
も
つ

道
満
　
昭
枝

羽
原
　
芳
恵

福
井
　
陽
炎

藤
原
　
信
子

光
川
　
利
勝

稲
田
　
は
る
子

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…

〝
新
酒
の
ワ
イ
ン
で
乾
杯
〟

こ
れ
里
ワ
イ
ン
ま
つ
り
開
催

岡
山
県
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ･

ビ
ジ
ネ
ス
基
礎
講
座

川
柳
あ
か
さ
か

　

七
月
二
十
六
日（
土
）、山
陽
連
合
町
内
会
に

よ
り
、夏
の
夜
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
毎
年
恒
例

の
盆
踊
り
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か

ら
助
成
を
受
け
、傷
み
の
激
し
い
ち
ょ
う
ち
ん・

太
鼓
を
新
調
し
、新
た
に
音
響
機
材
や
揃
い
の

は
ん
て
ん
、投
光
機
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
「
さ
ん
よ
う
夏
祭
り
」が
一
層
盛
り
上
が
り
、

踊
り
の
輪
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
が
広
が

り
、連
帯
意
識
が
培
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、地
域
の
交
通
安
全
推
進
員
、赤
磐
交

通
警
察
協
助
員
が
参
加
者
へ
直
接
夜
光
タ
ス
キ

を
か
け
る
な
ど
し
て
交
通
安
全
の
呼
び
か
け
も

行
い
ま
し
た
。

盆
踊
り
大
会
で
地
域
の
連
帯
感
深
ま
る



栄養委員の栄養委員の栄養委員の

一口メモ一口メモ一口メモ
熊　山　支　部

◆材料（２人分）
　●里芋…140㌘　　●にんじん…60㌘
　●こんにゃく…80㌘　●ブロッコリー…40㌘
　●だし…240cc　　●砂糖…大さじ1強
　●酒…小さじ2　　　●みそ・大さじ1と⅓

◆作り方
　①　里芋は2㌢の厚さに切り、下ゆでしてぬめりを洗
　　　う。にんじんは8㍉の厚さの半月切りにして面取
　　　りする。こんにゃくは両面に斜めの細かい切り
　　　目を入れて一口大に切り、ゆでる。ブロッコリー
　　　は小房に分けてゆでる。
　②　だしに①のブロッコリー以外の材料を入れて１０
　　　分煮、調味料を加えて軟らかくなるまで煮る。
　③　②を皿に盛りつけ、①のブロッコリーを色どりよ
　　　く盛ってできあがり。

里芋のみそ煮
今が旬の里芋を使った料理をご紹介します。
（写真の盛り付けは2人分）

●熊山支部栄養委員会活動紹介
　８月７日（木）、熊山保健福祉総合センターで、小学生親子を対象に親子クッキングを行
いました。３０人ほどの参加をいただき、にぎやかな会となりました。当日は飾り巻きずし２
種、杏仁豆腐、お吸い物を作りました。子供たちも自分で作った料理に満足した様子で今度
は卵焼きやケーキを作ってみたいと、次なる料理作りへの意欲を見せてくれました。
　これからも地域の皆さんに喜んでいただける活動をめざしてがんばろうと思っています。

簡
単
な
の
で
、皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
て
く
だ
さ
い
ね
。
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七
月
二
十
七
日（
日
）、い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ

ー
で
桜
が
丘
東
二
丁
目
自
治
会
が
親
子
そ
ば
打

ち
体
験
会
を
開
催
し
ま
し
た
。　

　

地
区
在
住
の
北
村
匡
章
さ
ん
と
お
弟
子
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
、親
子（
大
人
九
人
子
ど
も
十
五

人
）で
楽
し
く
そ
ば
打
ち
を
体
験
し
た
後
、出
来

上
が
っ
た
冷
た
く
て
の
ど
ご
し
の
い
い
そ
ば
を
美

味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
親
子
か
ら
は「
初
め
て
の
経
験
で
、

一つ
一つ
の
作
業
が
と
て
も
新
鮮
で
良
か
っ
た
。ま

た
機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し
た
い
」「
水
と
粉
だ
け

で
、で
き
る
な
ん
て
す
ご
い
」な
ど
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

【
日　
時
】

　

十
月
二
十
五
日（
土
）・二
十
六
日（
日
）

　

午
前
十
時
～
午
後
四
時

【
場　
所
】桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー

【
催
し
物
】

◇
舞
台
発
表
・
展
示
な
ど

◇
カ
レ
ー
、ぜ
ん
ざ
い
な
ど
軽
食
を
用
意

◇
青
空
健
康
チ
ェ
ッ
ク（
血
圧
・
体
脂
肪
は
無
料
、　

　

尿
チ
ェ
ッ
ク
、骨
密
度
は
有
料
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

文
化
祭
実
行
委
員
会　

岡
田

　
☎（
９
９
５
）２
５
９
２

　

通
常
の
会
の
開
催
日
に
行
い
ま
す
の
で
、会
員

の
練
習
な
ど
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
お
気
軽
に
、お
出
か
け
く
だ
さ
い
。お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

【
日　
時
】

　

十
月
六
日
・二
十
日
・二
十
七
日（
月
）

　

午
後
七
時
～
九
時

【
場　
所
】中
央
公
民
館
第
３
会
議
室

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

事
務
局

　
☎（
９
５
６
）１
０
６
８

親
子
で
手
打
ち
そ
ば
体
験

（
桜
が
丘
東
二
丁
目
自
治
会
）

桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー

第
五
回
文
化
祭
開
催
の
ご
案
内

小
さ
な
手
か
ら

こ
こ
ろ
を
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う

手
話
サ
ー
ク
ル
山
陽
も
も
の
会

見
学
・
交
流
会

▲できあがりが楽しみです

熱心に指導を
受ける参加者
▼
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8月

ま ち の わ だ い

有
事
に
備
え
訓
練高

月
地
域
で
防
災
訓
練

　
八
月
三
十
日（
土
）、高
月
公
民
館
で
、午
前
九

時
に
東
南
海
・
南
海
地
震
が
発
生
し
、赤
磐
市

で
も
震
度
六
弱
の
揺
れ
を
観
測
し
た
と
の
想
定

で
、約
二
百
三
十
人
の
地
域
住
民
が
参
加
し
て
、

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
駐
車
場
で
は
消
防
本
部
職
員
の
指
導
に
よ

り
、水
消
火
器
を
使
っ
て
の
消
火
訓
練
や一一
九
番

通
報
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。公
民
館
内
で
は
、

防
災
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
、煙
が
充
満
し
た

室
内
を
避
難
す
る
訓
練
、ま
た
避
難
所
で
使
用

す
る
新
聞
紙
に
よ
る
ス
リ
ッ
パ・コ
ッ
プ
作
り
、消

防
本
部
職
員
に
よ
る
自
己
防
衛
と
助
け
合
い
に

つ
い
て
の
講
話
な
ど
、子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、楽
し
み
な
が
ら
防
災
知
識
を
高
め
ま
し
た
。

　
こ
の
高
月
地
域
の
防
災
訓
練
は
馬
屋
・
和
田
・

岩
田
・
穂
崎
の
四
地
区
合
同
で
行
っ
て
お
り
、今

回
で
四
回
目
を
迎
え
、地
域
区
長
や
民
生
委
員

を
中
心
に
、熱
心
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

あ
か
い
わ
大
地
の
恵
み
で

元
気
ア
ッ
プ
隊

食
育
合
宿
開
催

　
八
月
二
十
五
日
か
ら
二
泊
三
日
で
、布
都
美
林
間
学
校
を
拠

点
と
し
て
山
陽
小
学
校
と
山
陽
西
小
学
校
の
児
童
十
七
人
が

食
育
合
宿
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
合
宿
は
、子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
生
活
習
慣
を
見
つ
め

直
す
こ
と
と
も
に
、赤
磐
市
に
は
豊
か
な
恵
み（
農
作
物
）が
あ

る
こ
と
を
知
り
、日
ご
ろ
食
事
を
作
っ
て
く
れ
る
人
へ
の
感
謝
や

食
材
を
育
て
て
い
る
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
養
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
合
宿
で
は
野
菜
の
収
穫
体
験
や
食
事
作
り
な
ど
を
行
な
い
ま

し
た
。加
え
て
、ゆ
る
ぎ
岩
へ
の
登
山
や
落
語
の
鑑
賞
な
ど
の
活

動
も
行
い
、赤
磐
市
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
多
く
の
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
、子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
充
実
し
た
夏
休
み
の
最
後
の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

赤
磐
市
男
女
共
同
参
画

地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
八
月
二
十
三
日（
土
）、中
央
公
民
館
で
、

市
と
男
女
共
同
参
画
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

県
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
共
催
に
よ
る
男
女
共
同

参
画
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
山
陽
い
ろ
は
、清
風
い
ろ
は
保
育
園
の
園

児
に
よ
る
元
気
あ
ふ
れ
る
歌
と
演
奏
で
開

幕
し
、主
催
者
あ
い
さ
つ
に
続
き
、落
語
家

の
桂
あ
や
め
さ
ん
の
講
演
と
落
語
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
講
演
会
に
参
加
し
た
市
民
ら
約

二
百
五
十
人
は
、男
性
社
会
の
落
語
界
で

の
体
験
に
基
づ
く
軽
妙
な
語
り
口
と
落
語

に
聞
き
入
り
、女
性
で
あ
る
ハ
ン
デ
を
、等

身
大
の
女
性
を
演
じ
る
こ
と
に
よ
り
プ
ラ

ス
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
発
想
の
転
換

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

ジ
ャ
ン
ボ

　
か
ぼ
ち
ゃ
！

　
赤
磐
市
周
匝
の
森
晴
美

さ
ん
の
畑
で
直
径
一・二
㍍
、

重
量
二
百
三
十
㌔
の
巨
大

か
ぼ
ち
ゃ
が
実
り
ま
し
た
。

　
近
所
の
保
育
園
に
通
う

あ
い
ち
ゃ
ん
と
か
い
と
君
と

比
べ
て
も
こ
の
と
お
り
。

　
こ
の
か
ぼ
ち
ゃ
は
十
月

五
日（
日
）に
周
匝
橋
堤
防

で
開
か
れ
る
コ
ス
モ
ス
祭
り

に
展
示
さ
れ
ま
す
。

▶
吉
井
支
部
栄
養
委
員
会
の
皆
さ
ん

　
と
一
緒
に
ば
ら
寿
司
作
り

▲「女と男の笑いでコミュニケーション」と題した講演

▲水消火器で看板を狙う子どもたち
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海
水
浴
場
で

五
歳
男
児
を
救
助

松
江
市
消
防
本
部
か
ら
感
謝
状

　
八
月
二
十
九
日（
金
）、松
江
市
美
保
関
町

の
海
水
浴
場
で
お
ぼ
れ
た
米
子
市
の
五
歳

男
児
に
心
肺
蘇
生
を
し
、命
を
救
っ
た
桜
が

丘
西
、刑
務
官
山
﨑
京
一
さ
ん
と
妻
で
赤
磐

市
民
病
院
看
護
師
の
千
里
さ
ん
、赤
磐
市
職

員
是
松
誠
さ
ん
に
松
江
市
消
防
本
部
か
ら

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
救
助
に
あ
た
っ
た
三
人
が
赤
磐
市
在
住
だ

っ
た
こ
と
か
ら
、松
江
市
の
柳
原
消
防
長
が

赤
磐
市
消
防
本
部
を
訪
れ
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
男
児
は
現
在
、後
遺
症
も
な
く
家
族
も
大

変
感
謝
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

親
子
で
廃
油
石
け
ん
作
り

　
八
月
十
日（
日
）、中
央
公
民
館
調
理
室
で
、赤
磐
市
消
費
生
活

問
題
研
究
協
議
会
山
陽
班
が
主
催
し
て
、親
子
で
廃
油
石
け
ん
を

作
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、

班
員
か
ら
指
導

を
受
け
な
が
ら

一
生
懸
命
作
っ

て
い
ま
し
た
。

　
環
境
に
つ
い

て
考
え
る
良
い

機
会
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。

す
ぐ
振
り
込
ま
な
い
！

一
人
で
振
り
込
ま
な
い
！

詐
欺
被
害
防
止
啓
発

　
七
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
ま
で
、

市
内
四
カ
所
の
ス
ー
パ
ー
前
で
、赤
磐

市
消
費
生
活
問
題
研
究
協
議
会
が
振

り
込
め
詐
欺
被
害
防
止
の
啓
発
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、八
月
八
日
に
は
中
国
銀
行

赤
磐
支
店
前
で
も
支
店
、地
域
安
全

山
陽
班
、赤
磐
署
と
市
が
連
携
し
、被

害
防
止
の
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

詐
欺
の
手
法
は
日
々
変
化
し
て
い
ま

す
。少
し
で
も
お
か
し
い
と
感
じ
た

ら
、す
ぐ
に
振
り
込
ま
ず
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

育
て
よ
う
一
人
一
人
の

人
権
意
識

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
啓
発

　
人
権
擁
護
委
員
は
、地
域
の
住

民
が
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
も
っ
て

も
ら
え
る
啓
発
活
動
や
、人
権
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
八
月
九
日（
土
）の
赤
磐
市
花
火

大
会
で
は
、人
権
擁
護
委
員
が
中

心
に
な
り
、絶
え
ず
人
権
問
題
に

関
心
を
持
ち
続
け
、お
互
い
を
尊
重

す
る
明
る
い
社
会
の
実
現
の
願
い

を
込
め
、「
育
て
よ
う
一
人
一
人
の
人

権
意
識
」の「
の
ぼ
り
旗
」を
掲
げ
、

啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

▶
人
権
を
訴
え
る
委
員

▶
命
を
救
っ
た（
左
か
ら
）山
﨑
京
一
さ

　
ん
、妻
の
千
里
さ
ん
、是
松
誠
さ
ん

▶
力
を
入
れ
て
廃
油
を
ま
ぜ
る
参
加
者

　
「
振
り
込
め
詐
欺
に

　
気
を
つ
け
て
」と
呼
び

◀
か
け
る
会
員
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▼
赤
磐
市
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー
で
熊
山
工
業

団
地
の
紹
介
を
し
ま
し
た
。㈱
放
電
精
密

加
工
研
究
所
に
続
き
、九
月
十
六
日
、Ｎ
Ｔ

Ｎ
㈱
が
、ト
ス
テ
ム
㈱
の
南
側
に
立
地
す
る

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。従
業
員
数
は
約

百
八
十
人
で
、新
規
採
用
は
約
百
四
十
人
を

予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
。優
良
企
業
の
誘

致
は
市
に
と
っ
て
財
源
の
確
保
に
結
び
つ

き
、ま
た
、市
民
に
と
っ
て
は
就
労
の
場
が

で
き
る
と
い
う
大
変
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

（
テ
ィ
）

▼
先
日
、香
川
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
広
報

広
聴
研
究
大
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、広
報
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
団
体

の
広
報
担
当
者
の
ほ
か
全
国
各
地
か
ら
広

報
担
当
者
が
出
席
。

　
全
国
の
広
報
担
当
者
か
ら
広
報
編
集
に

関
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
や
編
集
テ
ク
ニ
ッ
ク
な

ど
い
ろ
ん
な
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。そ
し
て
、「
広
報
あ
か
い
わ
」が
皆
さ
ん

に
よ
り
親
し
ま
れ
る
よ
う
そ
れ
ら
を
で
き

る
限
り
私
の
今
後
の
業
務
に
役
立
て
た
い

で
す
。

（
え
む
）

編

集

後

記



の
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■
西
光
寺
の
鰐
口
　
市
指
定
文
化
財

（
赤
磐
市
多
賀
）

　
鰐わ

に
ぐ
ち口
と
は
神
社
仏
閣
の
軒
先
に

懸
け
ら
れ
て
、そ
の
前
面
に
鉦か
ね

の
緒お

と
よ
ば
れ
る
布
縄
を
垂
ら
し
て
鼓

面
を
打
ち
鳴
ら
し
、祈
願
を
行
う
梵

音
具
の
ひ
と
つ
で
す
。初
詣
で
で
お

な
じ
み
の
鈴
の
よ
う
に
使
わ
れ
ま
す

が
、鈴
は
そ
の
音
色
で
邪
気
を
は
ら

う
意
味
を
も
ち
、鰐
口
は
神
仏
に
来

意
を
伝
え
る
意
味
を
も
ち
ま
す
。

　
鰐
口
は
鉄
や
銅
の
鋳
物
製
で
あ

り
、扁
平
な
円
形
で
中
は
中
空
に
な

っ
て
い
ま
す
。上
部
二
カ
所
に
ひ
も

通
し
の
耳
、そ
の
下
方
に
目
と
よ
ば

れ
る
円
筒
形
の
凸
出
し
が
あ
り
ま

す
。目
と
目
を
結
ぶ
下
方
側
面
に
開

い
た
切
れ
込
み
部
分
を
口
と
よ
び
、

こ
の
大
き
く
開
い
た
口
の
様
子
を

鰐
の
口
に
み
た
て
て
鰐
口
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。古
く
は

金き
ん
こ鼓

、金き
ん
こ口

、打う
ち
が
ね金

、打う
ち
な
ら
し鳴

、な
ど
の

呼
び
名
が
あ
り
、鰐
口
と
い
う
名
称

は
鎌
倉
時
代
が
初
見
で
す
。

　
銘
の
確
認
で
き
る
日
本
で
最
古

の
鰐
口
は
長
野
県
宮
淵
出
土
の
長

保
三
年（
一
〇
〇
一
）、平
安
時
代
の
も

の
で
す
が
、平
安
時
代
や
鎌
倉
時
代

の
鰐
口
は
少
な
く
、現
在
ま
で
残
る

鰐
口
の
多
く
は
南
北
朝
時
代
以
降

の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
多
賀
に
あ
る
菖
蒲
山
西
光
寺
は
、

寺
伝
に
よ
れ
ば
備
前
四
十
八
カ
寺

の
ひ
と
つ
で
あ
り
、金
山
寺
の
末
寺

で
す
。建
久
三
年（
一一
九
二
）鎌
倉
時

代
に
持
運
上
人
に
よ
っ
て
中
興
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
寺
の
鰐
口
は
青
銅
製
、直
径

四
十
二
．四
㌢
、厚
さ
二
十
一
．二
㌢
。

銘
文
に
は「
備
前
菖
蒲
谷
西
光
寺

常
住
大
願
主
浄
阿
　
永
和
二
年
八

月
廿
二
日
　
大
工
吉
岡
友
永
」と

あ
り
、南
北
朝
時
代
の
北
朝
の
元

号
を
使
用
し
て
い
ま
す
。永
和
二
年

（
一
三
七
六
）に
西
光
寺
の
住
職
浄

阿
が
吉
岡
荘（
岡
山
市
瀬
戸
町
）の

大
工
友
永
に
造
ら
せ
た
こ
と
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
鰐
口
は
今
も
本
堂
の
外
陣

に
懸
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
残
念
な
が

ら
打
ち
鳴
ら
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。南
北
朝
時
代
の
鰐
口
の
重
厚
な

姿
を
ご
ら
ん
に
な
り
た
い
か
た
は
ま

ず
西
光
寺
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
　
○
菖
蒲
山
西
光
寺

　
　
　
☎（
９
５
７
）２
６
４
６

■
吉
祥
院
の
鰐
口
　
市
指
定
文
化
財

（
赤
磐
市
周
匝
）

　
周
匝
の
旧
道
沿
い
に
あ
る
吉
祥

院
は
、そ
の
鰐
口
の
銘
か
ら
室
町
時

代
の
建
立
と
推
定
さ
れ
ま
す
。古
く

は
薬
師
如
来
を
本
尊
と
す
る
門
派

を
問
わ
な
い
十
方
信
徒
の
寺
で
あ

り
、清
福
寺
の
院
坊
の
一つ
で
し
た
。

寛
文
八
年
の
検
地
帳
写
し
に
は「
薬

師
坊
」と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
吉
祥
院
の
鰐
口
は
青
銅
製
、直

径
十
七
㌢
、厚
さ
六
㌢
、鰐
口
の
中

央
部
、撞つ
き
ざ座
に
蓮
花
文
を
施
し
て
あ

り
ま
す
。釣
り
金
具
に
接
す
る
耳
の

一
部
が
欠
損
し
て
お
り
、長
年
に
わ

た
る
使
用
の
痕
跡
が
う
か
が
え
ま

す
。

　
銘
文
に
は「
奉
施
入
薬
師
宝
前

　
康
正
二
年
丙
子
十
一
月
吉
日
　

願
主
　
藤
原
永
歳（
貞
）」と
あ
り
、

室
町
時
代
の
康
正
二
年（
一
四
五
六
）

に
藤
原
永
歳（
ま
た
は
永
貞
）と
い

う
人
物
が
薬
師
如
来
へ
寄
進
し
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
こ
の
鰐
口
は
一
般
公
開
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、昭
和
五
十
三
年
に
新
た

に
建
立
さ
れ
た
本
堂
の
軒
先
に
は

新
し
い
鰐
口
が
懸
け
ら
れ
、参
拝
の

人
々
を
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

　
　
○
吉
祥
院

　
　
　
☎（
９
５
４
）０
２
８
８

（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

西光寺鰐口西光寺参道

吉祥院鰐口本堂と新しい鰐口

多賀上

砂
川

出屋

西光寺（鰐口）

赤磐市吉井支所

265
374

県道周匝久米南線

吉
井
川

吉祥院（鰐口）
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